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市制施行10周年市制施行10周年

　　１月28日、市民文化センターで「市制施１月28日、市民文化センターで「市制施
行10周年記念式典」が開かれました。行10周年記念式典」が開かれました。
　式典では、市民の代表11人が「十和田市　式典では、市民の代表11人が「十和田市
健康都市宣言」を読み上げ、自らの健康に健康都市宣言」を読み上げ、自らの健康に
関心を持ち、お互いに支え合いながら健康関心を持ち、お互いに支え合いながら健康
づくりをすすめることを宣言しました。づくりをすすめることを宣言しました。

市制施行10周年記念式典市制施行10周年記念式典
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先
人
の
開
拓
精
神
を
受
け
継

ぎ
、
全
力
で
ま
ち
づ
く
り
を

　

平
成
17
年
１
月
１
日
、
旧
十
和

田
市
と
旧
十
和
田
湖
町
が
合
併
し
、

青
森
県
内
の
新
設
合
併
第
１
号
と

し
て
、
「
十
和
田
市
」
が
誕
生
し

ま
し
た
。

　

10
年
と
い
う
一
つ
の
節
目
を
迎

え
た
今
年
。
１
月
28
日
に
市
民
文

化
セ
ン
タ
ー
で
市
制
施
行
10
周
年

記
念
式
典
が
開
か
れ
、
関
係
者
や

市
民
約
８
０
０
人
が
参
加
し
、
盛

大
に
10
年
の
節
目
を
祝
い
ま
し
た
。

　

式
典
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し

て
、
市
立
大
深
内
中
学
校
（
太
田

孝
校
長
）
生
徒
に
よ
る
「
南
部
駒

踊
」
と
市
立
沢
田
小
学
校
（
蛯
名

俊
一
校
長
）
児
童
の
沢
田
っ
子
鶏

舞
と
沢
田
鶏
舞
保
存
会
に
よ
る

「
沢
田
鶏
舞
」
の
郷
土
芸
能
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
旧
市
・
旧
町
を

代
表
す
る
郷
土
芸
能
が
見
せ
る
力

強
く
、
勇
壮
な
演
舞
に
会
場
か
ら

大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

新
市
誕
生
か
ら
10
年
の
歩
み
を

振
り
返
る
映
像
も
上
映
さ
れ
、
平

成
16
年
12
月
に
行
わ
れ
た
旧
市
・

旧
町
の
閉
庁
式
か
ら
、
本
庁
・
十

和
田
湖
支
所
で
の
開
庁
式
、
市
現

代
美
術
館
オ
ー
プ
ン
、
上
十
三
・

十
和
田
湖
広
域
定
住
自
立
圏
形
成

協
定
合
同
調
印
式
、
市
立
四
和
小

市
民
・
行
政
が
一
体
と
な
り

目
指
す
「
健
康
都
市
」

　

式
典
の
中
で
披
露
さ
れ
た
「
十

和
田
市
健
康
都
市
宣
言
」
。
宣
言

文
作
成
に
携
わ
っ
た
か
た
な
ど
各

世
代
の
市
民
の
代
表
11
人
が
登
壇

し
、
宣
言
文
を
読
み
上
げ
ま
し

た
。　

　

宣
言
文
に
は
、
本
市
の
健
康
づ

く
り
の
指
針
と
し
て
平
成
25
年
３

月
に
策
定
し
た
「
十
和
田
市
健
康

づ
く
り
基
本
計
画
（
第
２
次
健
康

と
わ
だ
21
）
」
に
沿
い
、
市
民
が

取
り
組
む
５
領
域
（
▽
身
体
活
動

▽
栄
養
▽
健
康
診
査
▽
睡
眠
・
休

養
▽
こ
こ
ろ
）
を
取
り
入
れ
て
い

ま
す
。

　

市
で
は
、
10
周
年
を
機
に
、
市

2015年（平成27年）３月号　広報 ２

民
一
人
一
人
が
健
康
で
充
実
感
を

持
ち
、
お
互
い
に
支
え
合
っ
て
い

け
る
十
和
田
市
の
実
現
に
向
け
、

市
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
健

康
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

※
十
和
田
市
健
康
都
市
宣
言
の
詳

　

細
に
つ
い
て
は
、
広
報
と
わ
だ

　

２
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市制施行市制施行

10 周年10 周年

Camera Report

市民ら約800人が参加し、10年の節目を祝う

記念式典記念式典
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2244

33

55

6677

1 1 市民憲章を読み上げる仁和空
そら

くんと高村水
みずも

萌さん（ともに大深内中・３年）　2 3 2 3 アトラクションとして、オープニングをアトラクションとして、オープニングを飾った大深内中学校生徒による南部駒踊
4 5 4 5 同じく沢田鶏舞保存会による沢田鶏舞　6 6 これまでの10年を映像で振り返りました　7 7 市民憲章を唱和する参加者

2015.1.28

学
校
開
校
、
市
民
交
流
プ
ラ
ザ

オ
ー
プ
ン
な
ど
の
様
子
が
次
々
と

映
し
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
小
山
田
市
長
が

「
先
人
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
開

拓
精
神
や
文
化
・
歴
史
、
美
し
い

自
然
を
大
切
に
、
10
年
の
歩
み
を

踏
ま
え
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
も
創
意

工
夫
を
し
な
が
ら
誰
も
が
住
み
た

い
、
行
っ
て
み
た
い
と
思
え
る
ま

ち
づ
く
り
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

行
き
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し

た
。

。

市民を代表し、宣言文を読み上げました



十和田市体育、スポーツに関する表彰
平成26年度

　この表彰は、本市の体育、スポーツの振興に功績のあったかた、各種スポーツ大会で優秀な成績を収めた
かたに贈られます。

問スポーツ・生涯学習課スポーツ振興係☎722317

【
一
般
団
体
】

北
里
大
学
獣
医
学
部
躰た
い
ど
う道
部

【
生
徒
団
体
】

三
本
木
農
業
高
校
相
撲
部

三
本
木
農
業
高
校
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部

十
和
田
工
業
高
校
ボ
ウ
リ
ン
グ
部

ス
ポ
ー
ツ
賞

体
育
功
労
賞

十
じゅうもんじ

文字 敏
と し お

雄さん
（67歳）

市サッカー協会会長

　

選
手
・
監
督
と
し
て
活
躍
後
、
青
森
県

サ
ッ
カ
ー
協
会
で
は
平
成
20
年
か
ら
副
会

長
と
し
て
、
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
で
は
平
成

元
年
か
ら
平
成
19
年
ま
で
副
会
長
、
同
年

か
ら
会
長
を
務
め
、
サ
ッ
カ
ー
の
普
及
、

発
展
に
尽
力
し
た
。

　

昭
和
48
年
か
ら
市
協
会
審
判
委
員
長
に

就
任
し
、
昭
和
52
年
に
開
催
さ
れ
た
「
あ

す
な
ろ
国
体
」
で
審
判
員
を
務
め
る
な
ど

各
種
大
会
で
活
躍
す
る
と
と
も
に
、
審
判

員
の
普
及
・
育
成
・
発
展
に
尽
力
し
た
。

目
めと き

時 順
じゅん

さん

（72歳）
市体操協会会長

　

昭
和
53
年
の
市
体
操
協
会
結
成
時
よ
り
、

理
事
長
と
し
て
体
操
競
技
の
普
及
発
展
と

底
辺
拡
大
の
た
め
、
市
内
小
学
校
で
の
移

動
体
操
教
室
を
は
じ
め
、
上
十
三
中
学
、

高
校
体
操
選
手
権
大
会
や
体
操
講
習
会
な

ど
の
企
画
実
施
責
任
者
と
し
て
尽
力
し
た
。 

　

市
協
会
結
成
以
来
、
毎
年
実
施
し
て
い

る
「
親
子
体
操
教
室
」
で
は
、
36
年
と
い

う
長
き
に
わ
た
り
体
操
の
楽
し
さ
や
面
白

さ
を
市
民
に
伝
え
る
た
め
、
指
導
者
と
し

て
普
及
に
努
め
た
。

【
一
般
個
人
】

畑
山 

郁
子
、
小
笠
原 

瞳

（
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
）

下
田 

昭
博
（
ボ
ウ
リ
ン
グ
）

首
藤 

梢
、
東
保 

吉
乃
助
（
馬
術
）

【
生
徒
個
人
】

勝
山 

拓
海
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）

天
間 

康
介
（
柔
道
）

三
上 

龍
斗
（
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
）

清
水
目 

咲
生
（
レ
ス
リ
ン
グ
）

斗
沢 

未
来
、
菊
池 

倭
史
、
佐
々
木 

圭
、

中
野
渡 

絋
己
（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）

小
田 
耕
史
、
金
崎 

利
久
、
桜
井 

勇
輝
、

馬
場 
健
登
、
澤
村 

翔
、
佐
東 

飛
翔　

（
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）

母
良
田 
蒼
馬
（
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
）

石
山 

由
梨
、
橋
場 
陽
子

（
少
林
寺
拳
法
）

吉
崎 

旭
（
水
泳
）

【
生
徒
団
体
】

三
本
木
農
業
高
校
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部

三
本
木
高
校
少
林
寺
拳
法
部

六
戸
高
校
ゴ
ル
フ
部

十
和
田
工
業
高
校
少
林
寺
拳
法
部

優
秀
選
手
賞

【
一
般
個
人
】

沢 

光
雄
、
扇
田 

リ
エ
、
沢
内 

勝
博
、

中
野 

文
子
（
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
）

円
子 

一
彦
、
松
浦 

松
男
、
福
沢 

富
美
代
、

工
藤 

伸
行
（
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
）

櫻
田 

晴
夫
、
奥
山 

實
、
八
重
樫 

千
鶴
子
、

三
浦　

浩
、
斉
藤　

雅
子
（
卓
球
）

鳴
海 

政
雄
、
荒
谷 

ス
エ
、
大
川 

み
よ
、

田
中 

力
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
）

芳
賀 

一
博
、
鈴
木 

辰
也
、
鈴
木 

眞
弓
、

瀧
内 

義
男
、
鶴
田 

洋
、
山
田 

靖
博
、

櫻
田 

秀
子
、
佐
々
木 

あ
さ
み
、

佐
々
木 

茂
（
陸
上
）

田
中 

寛
子
（
硬
式
テ
ニ
ス
）

藤
井 

康
弘
（
空
手
道
）

音
坂 

勇
一
、
新
谷 

成
子
、
宮
地 

寿
子
、

杉
山 

幸
雄
、
千
代
谷 

侑
香
、
清
水
目 

基
、

松
倉 

優
希
、
畑
井 

智
士
、
三
上 

大
介
、

瀧
内 

陽
平
（
水
泳
）

久
保 

健
次
郎
、
荒
谷 

智
以
子
、

荒
谷 

隆
史
（
ス
キ
ー
）

【
生
徒
個
人
】

大
平 

七
星
（
空
手
道
）

舘 

夏
海
（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）

小
笠
原 

愛
、
小
笠
原 

希
、

小
山
田 

桜
（
少
林
寺
拳
法
）

江
渡 

京
、
中
原 

陵
（
ゴ
ル
フ
）

加
賀
沢 

啓
太
（
レ
ス
リ
ン
グ
）

【
一
般
団
体
】

十
和
田
市
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会

十
和
田
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会

十
和
田
市
柔
道
協
会

十
和
田
市
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会

十
和
田
市
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会

十
和
田
市
サ
ッ
カ
ー
協
会

十
和
田
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

【
生
徒
団
体
】

三
本
木
農
業
高
校
ラ
グ
ビ
ー
部

三
本
木
農
業
高
校
サ
ッ
カ
ー
部

三
本
木
高
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

三
本
木
高
校
少
林
寺
拳
法
部

十
和
田
工
業
高
校
ゴ
ル
フ
部

▼
受
賞
35
回

芳
賀 

一
博
（
陸
上
）

▼
受
賞 

15
回

吉
田 

福
司
（
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
）

▼
受
賞 

10
回

小
笠
原 

民
雄
、
浜
田 

陸
奥
雄

（
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
）

小
林 

克
美
（
サ
ッ
カ
ー
）

▼
受
賞 

５
回

米
田 

裕
紀
、
八
嶋 

諒
（
柔
道
）

三
浦 

浩
（
卓
球
）

山
田 

靖
博
（
陸
上
）

野
月 

明
広
（
ボ
ウ
リ
ン
グ
）

畑
井 

智
士
（
水
泳
）

漆
畑 

潔
昭
（
サ
ッ
カ
ー
）

特
別
賞

３ 広報　　　　　　　　2015年（平成27年）３月号

２月11日、178人が出席し、表彰式が行われました



市役所からのお知らせ

平
成
26
年
度十

和
田
市
農
業
賞

十
和
田
市
農
業
賞

　

本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
分
野
に
お
い
て
、
生
産
性
の
高
い
経
営
を
実
践

す
る
な
ど
、
地
域
農
業
の
発
展
に
貢
献
し
た
個
人
や
団
体
に
贈
ら
れ
ま
す
。

問
農
林
畜
産
課
☎
51
６
７
３
６

引
っ
越
し
な
ど
の
手
続
き
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

窓
口
の
土
・
日
曜
日
開
設
、

　
　
　
　
　

平
日
の
時
間
延
長
を
行
い
ま
す

　

３
月
下
旬
か
ら
４
月
上
旬
に
か
け
て
、
市
役
所
窓
口
は
引
っ
越
し
な
ど
の
手
続
き
に
よ

り
、
た
い
へ
ん
混
雑
し
ま
す
。
市
で
は
混
雑
を
緩
和
す
る
た
め
、
こ
の
期
間
の
土
・
日
曜

日
に
各
種
手
続
き
を
行
う
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
土
・
日
曜
日
開
設
日　
３
月
28
日
土
・
29
日
日　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

▼
窓
口
時
間
延
長
日　
３
月
30
日
月
〜
４
月
１
日
水　

午
後
６
時
ま
で

■
市
民
課
☎
51
６
７
５
５

▽
住
民
異
動
届
の
受
け
付
け
（
転
入
・
転

　

出
・
転
居
）

※
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
よ
る
転
入
は
、

　

関
係
機
関
へ
の
確
認
が
で
き
な
い
た
め

　

受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

▽
各
種
証
明
書
の
交
付
（
住
民
票
、
戸
籍
）

▽
印
鑑
登
録
、
印
鑑
証
明
書
の
交
付

▽
国
民
年
金
の
資
格
に
関
す
る
手
続
き

■
税
務
課
☎
51
６
７
６
５

▽
所
得
証
明
書
・
納
税
証
明
書
の
交
付

▽
原
付
バ
イ
ク
な
ど
の
標
識
交
付
・
返
納

　

の
受
け
付
け

■
国
民
健
康
保
険
課
国
保
給
付
係

　

☎
51
６
７
５
０

▽
国
民
健
康
保
険
の
手
続
き

■
国
民
健
康
保
険
課
長
寿
医
療
係

　

☎
51
６
７
５
２

▽
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
手
続
き

※
保
険
証
の
交
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
福
祉
課
☎
51
６
７
１
７

▽
児
童
手
当

▽
児
童
扶
養
手
当

▽
子
ど
も
医
療
給
付

▽
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
給
付

■
ま
ち
づ
く
り
支
援
課
☎
51
６
７
２
６

▽
ゴ
ミ
出
し
の
ル
ー
ル
説
明

▽
町
内
会
加
入
案
内

▽
犬
の
登
録
手
続
き

▽
交
通
災
害
共
済
加
入
手
続
き

※
お
取
り
扱
い
で
き
な
い
業
務
が
一
部

　

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
各
課
へ
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
手
続
き
内
容
に
よ
っ
て
は
、
後
日
あ

　

ら
た
め
て
お
い
で
い
た
だ
く
こ
と
が

　

あ
り
ま
す
。

※
運
転
免
許
証
な
ど
本
人
確
認
書
類
を

　

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

2015年（平成27年）３月号　広報 ４

　

㈲
ふ
な
ば
や
し
農
産
の
代
表
取
締
役
と
し
て
、

安
全
・
安
心
な
豚
肉
の
生
産
に
取
り
組
む
な
ど

収
益
性
の
高
い
経
営
を
実
践
す
る
と
と
も
に
、

「
あ
お
も
り
土
づ
く
り
の
匠た

く
み

」
と
し
て
、
豚
糞

な
ど
か
ら
良
質
な
堆
肥
を
生
産
・
供
給
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
青
森
県
養
豚
協
会
の
会
長
と
し
て
、

生
産
者
の
経
営
の
安
定
向
上
に
取
り
組
み
、
地

域
畜
産
業
の
健
全
な
発
展
に
尽
力
し
て
い
る
。

布
ふ せ

施　久
ひさし

 さん
54歳・西三番町

　

家
族
で
農
業
を
営
む
傍
ら
「
ひ
ま
わ
り
工

房
」
を
立
ち
上
げ
、
生
産
し
た
農
産
物
や
加
工

品
を
産
直
施
設
で
販
売
す
る
な
ど
農
産
加
工
に

よ
る
付
加
価
値
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

地
元
食
材
の
活
用
に
こ
だ
わ
っ
た
取
り
組
み
は
、

地
域
づ
く
り
に
貢
献
す
る
活
動
と
し
て
評
価
さ

れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
㈱
産
直
と
わ
だ
の
役
員
と
し
て
、
人

気
商
品
の
開
発
に
携
わ
る
な
ど
組
織
の
発
展
に

尽
力
し
た
。

野
の ざ き

崎　さち子
こ

 さん
60歳・米田字一本松



市役所からのお知らせ

〝
い
ざ
〞
と
い
う
と
き
の
た
め
に
も

　

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の

　
　

作
成
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、
災
害
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
、
自
力
で
安
全
な
場
所
へ
避
難
す
る
こ
と
が
難

し
い
避
難
行
動
要
支
援
者
を
支
援
す
る
た
め
、
「
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
」
の
作
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
名
簿
は
消
防
、
民
生
委
員
、
町
内
会
な
ど
の
支
援
者
に
事
前
提
供

さ
れ
、
災
害
時
の
安
否
確
認
お
よ
び
避
難
支
援
は
も
と
よ
り
、
日
頃
の
見
守
り
活
動
な
ど

に
も
活
用
さ
れ
ま
す
。

■
対
象

▼
70
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
か
た

▼
70
歳
以
上
の
か
た
の
み
で
構
成
さ
れ
る

　

世
帯
の
か
た

▼
介
護
保
険
の
要
介
護
３
以
上
の
か
た

▼
障
害
者
手
帳
（
身
体
１
・
２
級
、
愛
護

　

手
帳
Ａ
、
精
神
１
級
）
を
お
持
ち
の
か

　

た
※
身
体
は
心
臓
、
腎
臓
の
み
の
障
害
の
か

　

た
を
除
く
。

▼
右
記
以
外
で
避
難
に
支
援
が
必
要
な
か

　

た
も
希
望
に
よ
り
登
録
で
き
ま
す
。

■
登
録
方
法

　

名
簿
の
内
容
に
は
個
人
情
報
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
支
援
者
に
事
前
に
情
報
を
提

供
す
る
た
め
に
は
、
支
援
を
必
要
と
す
る

か
た
（
要
支
援
者
）
の
同
意
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　

３
月
中
旬
に
、
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る

か
た
へ
登
録
申
請
書
と
外
部
提
供
同
意
書

を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
ご
記
入
の
上
、
同

封
の
返
信
用
封
筒
に
て
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
さ
れ
な
か
っ
た
か
た
で
、
登
録
を

　

希
望
す
る
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
注
意
事
項

▼
災
害
時
に
は
要
支
援
者
を
支
援
す
る
支

　

援
者
も
被
災
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

支
援
者
が
必
ず
支
援
し
て
く
れ
る
と
は

　

限
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

▼
災
害
発
生
時
に
必
要
で
あ
る
と
認
め
る

　

場
合
は
、
災
害
対
策
基
本
法
に
よ
り
同

　

意
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
避
難
支
援
の

　

実
施
に
必
要
な
限
度
で
、
関
係
機
関
な

　

ど
へ
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

※
市
で
従
来
実
施
し
て
い
た
「
災
害
時
要

　

援
護
者
支
援
事
業
」
に
登
録
し
て
い
る

　

か
た
に
も
書
類
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、

　

ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
福
祉
課
福
祉
係
☎
51
６
７
１
８

60
歳
未
満
で
会
社
な
ど
を
退
職
さ
れ
る
か
た
は

  

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
が
必
要
で
す

　

60
歳
未
満
で
会
社
な
ど
を
退
職
さ
れ
る
か
た
や
、
そ
の
か
た
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶

者
は
、
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
が
必
要
で
す
。
保
険
証
を
任
意
継
続
さ
れ
る
か
た
も
国

民
年
金
へ
の
切
り
替
え
が
必
要
で
す
。

問
市
民
課
国
民
年
金
係
☎
51
６
７
５
３

■
会
社
な
ど
を
退
職
し
た
と
き

　

会
社
な
ど
を
退
職
す
る
と
本
人
（
第
２

号
被
保
険
者
）
と
配
偶
者
（
第
３
号
被
保

険
者
）
は
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
す

る
こ
と
で
、
第
１
号
被
保
険
者
と
な
り
ま

す
。

◆
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

▼
印
鑑
▼
年
金
手
帳
▼
資
格
喪
失
証
明

　

書
な
ど

■
手
続
き
を
し
な
い
で
い
る
と

　

国
民
年
金
に
未
加
入
、
ま
た
は
加
入
し

て
い
て
も
未
納
に
し
て
い
る
と
、
老
後
に

受
け
取
る
年
金
を
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た

り
減
額
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。
ま
た
万
一

の
と
き
に
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年

金
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

厚
生
年
金
へ
す
ぐ
に
加
入
す
る
予
定
で

も
空
白
期
間
が
１
日
で
も
あ
れ
ば
、
国
民

年
金
へ
の
加
入
手
続
き
が
必
要
で
す
。

■
保
険
料
の
納
付
方
法

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
日
本
年
金
機
構

か
ら
郵
送
さ
れ
る
納
付
案
内
書
で
、
各
金

融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納

付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
口
座
振
替
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
も

　

納
付
で
き
ま
す
。

◆
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

▼
通
帳
▼
銀
行
届
出
印
▼
ク
レ
ジ
ッ
ト

　

カ
ー
ド
な
ど

※
前
納
払
い
に
す
る
と
保
険
料
の
割
引
が

　

あ
り
ま
す
。

■
納
付
に
困
っ
た
ら

　

保
険
料
の
納
付
に
困
っ
た
と
き
は
、
免

除
制
度
に
該
当
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
や
離
職
票
を
持

参
の
上
、
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

免
除
が
認
め
ら
れ
る
と
、
年
金
を
受
給

す
る
た
め
の
資
格
期
間
に
反
映
さ
れ
、
老

後
に
受
け
取
る
年
金
額
に
も
計
算
さ
れ
ま

す
。

５ 広報　　　　　　　　2015年（平成27年）３月号



平成 27年度 健康診査のお知らせ

■申込期間　３月２日㈪～３月27日㈮
■問い合わせ・申し込み先　保健センター☎516790、516791、516792

　電話または健康診査申込書で保健センターに申し込みしてください。
※健康診査申込書は、40歳以上の市国民健康保険、後期高齢者医療保険に加入しているかたへ３月２日ごろに
　郵送します。その他のかたは電話で申し込みしてください。

2015年（平成27年）３月号　広報 ６

種類 検査項目 対象・年齢（平成 28年３月 31日での年齢）
個人負担金（予定）
集団方式 個別方式

１ 特定健康診査

問診、身体計測、血圧
測定、尿検査、医師診
察、採血（血糖・肝機
能・脂質）、心電図検査、
貧血検査、眼底検査

市国民健康保険加入者
平成 27年度も
無料！

後期高齢者医療保険加入者

40歳以上の生活保護受給者

２ 胃がん検診 バリウムによる胃Ｘ
線検査 40歳以上のかた

（40歳未満の市国民健康保険加入者も、胃が
ん、結核・肺がん、大腸がん検診を集団方式
で受診できます）

1,300 円
（満 70 歳以上

500円）

1,800 円
（満 70 歳以上

500円）

３ 結核・肺がん検診胸部Ｘ線検査 400円 実施なし

４ 大腸がん検診 便潜血検査
（２日分の採便）

500円

５ 骨粗しょう症検診足骨量測定 40・45・50・55・60・65・70歳の女性

600円
▶実施場所は
保健センター
と法奥小学校
のみ

実施なし

６ 子宮頸がん検診
※２年に１度

視診、細胞診 20歳以上で平成 26年度市が実施した子
宮頸がん検診を受診していない女性 1,200 円

1,200 円
※指定医療機
　関に直接申
　し込み

７ 乳がん検診
※２年に１度

マンモグラフィ検査、
視触診

40歳以上で平成 26年度市が実施した乳
がん検診を受診していない女性
▶ 62 歳以上のかたはマンモグラフィ検査のみ
　となります。
▶心臓ペースメーカー装着者は受診できません。

40～ 61歳
1,500 円

実施なし
62歳以上
1,000 円

８ 肝炎ウィルス検診Ｂ型・Ｃ型 40歳のかた、または 41歳以上で受診し
たことがないかた 1,200 円

９ 人間ドック
上記 1～ 4の他、
腹部超音波、視力、聴
力、血液追加検査など

40歳以上の市国民健康保険加入者 14,000 円
▶実施場所は
市立中央病院

実施なし後期高齢者医療保険加入者
40歳以上の生活保護受給者

❉個人負担金の免除
　　市民税非課税世帯、生活保護、満70歳以上、無料クーポン券の対象のかたは、一部の健診を除いて個人負
　担金が免除となりますので、詳しくはお問い合わせください。

※協会けんぽ、共済組合、健康保険組合などに加入している被扶養者のかたの特定健康診査は、青森県総合健診セン
　ター（☎０１７－７４１－２３３６）へ直接申し込みしてください。

指定医療機関名 電話番号
岑産婦人科医院 ㉒ 7711
十和田産婦人科内科クリニック ㉓ 7777
藤井産婦人科医院 ㉒ 5588
市立中央病院（健診センター） ㉓ 5763

　市立中央病院の子宮頸がん検診は、経膣エコー検査と
セットとなりますので、追加料金があります。
　詳しくは、健診センターへお問い合わせください。

❉子宮頸がん検診（個別方式）
　　個別子宮頸がん検診は、以下の指定医療機関で実施しています。受診を希望されるかたは、直接お申し込みく
　ださい。



３月の健康カレンダー

７ 広報　　　　　　　2015年（平成27年）３月号

 問健康増進課健康管理係☎516790◉献血のお知らせ
実施予定日 時　間 場　所

６日㈮
10：00～12：00 ＪＡ十和田おいらせ本店

13：30～16：00 十和田東病院

17日㈫
９：30～11：30 丸井重機建設㈱

13：00～16：00 ㈱スーパーカケモ西金崎店

◉各種相談
内容 受付時間 ところ・問い合わせ

◆こころの相談
心の悩み、不眠、飲酒など
気がかりのあるかた、家族

４日㈬
13：30～15：40
※２日㈪まで要予約

保健センター
問健康増進課
☎516791◆栄養相談

市内在住のかた

13日㈮
９：30～・13：15～
※11日㈬まで要予約

◆療育相談
首すわり・おすわり、歩き始
めが遅い気がするなど発育や
発達について心配のあるお子
さん

18日㈬※要予約
継続のかた
▶９：30～10：30
新規のかた
▶10：30～11：00

上十三保健所
問☎㉓4261

◆Ｂ型・Ｃ型肝炎検査
一般のかた

16日㈪
13：00～14：00
※要予約

◆精神保健福祉相談
心の悩みや病気に関する相談
を希望するかた

18日㈬
13：00～14：00
※要予約

◆女性健康相談
思春期や不妊、更年期障害な
どにお悩みのかた

17日㈫
10：00～10：30

◆エイズに関する相談
一般のかた

16日㈪
13：00～14：00
※要予約

上十三保健所
問☎㉓8450

◉乳幼児健診・母子健康相談
▶問診票・母子健康手帳を持参してください。

内容 受付時間 ところ・問い合わせ
◆４か月児健診
健診日までに満４か月に達す
る乳児

10日㈫
12：15～12：45
※バスタオル持参

保健センター
問健康増進課
☎516792

◆１歳６か月児健診
平成 25年９月生まれの幼児

18日㈬※歯ブラシ持参
12：15～12：45

◆２歳児発達健診
平成 24年９月生まれの幼児

19日㈭※歯ブラシ持参
12：15～12：45

◆３歳６か月児健診
平成 23年９月生まれの幼児

17日㈫
12：15～12：45

◆幼児相談
言葉など子どもの発達の心配
や子どもへの接し方がわから
ないなど悩みがある親子

５日㈭９：30～
※要予約

◆母親教室
妊婦のかた
※保育が必要なかたは1週間
　前までに申し込みください

12日㈭
12：30～13：00

※２歳児発達健診は２歳６か月児が対象です。問診票は１歳６か月児健
　診時に母子健康手帳に挟めて配布しています。
※発熱や感染症治療中のときは、受診をご遠慮ください。

◎対象者
　市内に住所のあるかたで、平成26年度中に、
65、70、75、80、85、90、95、100、101歳
以上になり、接種歴のないかた
◎接種費用
　2,000円（非課税世帯は無料）

高齢者肺炎球菌ワクチン

　あなたの身近に悩みや
問題を抱えてつらい思い
をしているかたはいませ
んか？
　相談窓口ガイドブック
の改訂版が平成27年１月
に完成しました。
　どこに相談したらよい
かわからないときなどに活用してください。
◎設置場所
　保健センター・公共施設、医療機関など
◎掲載情報
　こころやからだの悩み、子育て・子どもの
発達、借金や財産、犯罪・いじめ・非行、労
働、離婚などについての相談機関
※市ホームページにも掲載しています。

問健康増進課保健相談係☎516791

十和田市相談窓口ガイドブックを
活用しましょう

　進学や就職時に予防接種を受けた旨の証明書
の提出を求められることもありますので、３月
31日までに忘れずに麻しん風しん予防接種を受
けましょう。
◎対象者
　平成20年４月２日～平成21年４月１日生まれ
のかた
◎持参するもの
　▶母子健康手帳
　▶予診票（「子どもすこやか手帳」内）

問健康増進課健康管理係☎516790

来年度小学校へ入学するかたへ

麻しん・風しん（第２期）予防接種

ー
助成期限は3月31日

予防接種をしましたか？



入れ歯・
　入れ歯ケース 薬

めがね

パソコン・
　携帯電話・
スマートフォン・
　『駒らん情報めーる』の登録など

車・ガソリン

ミルク・哺乳瓶

オムツ・
おしり拭き

ホイッスル

ビニール袋

タオル・衣類

紙パンツ

生理用品

化粧品・
　スキンケア

飲料水

非常食
救急セット

懐中電灯・
　　ラジオ

スリッパマスク

携帯トイレ・ティッシュ

女　性

情報収集・移動手段

乳幼児のいる世帯

母子手帳・おんぶひも

世帯・個人の　状況に合わせて準備しましょう。

カイロ
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み
ん
な
で
男
女
共
同
参
画
の
輪
を
広
げ
よ
う　

男
女
共
同
参
画
市
民
情
報
誌
ゆ
っ
パ
ル
第
29
号

十和田市男女共同参画市民
情報誌ゆっパル編集委員に
よるコーナーです

「
ゆ
っ
パ
ル
」
の
由
来

　

こ
の
地
方
の
方
言
で
〝
結
ぶ
〞

と
い
う
意
味
の
「
ゆ
っ
ぱ
る
」
と
、

英
語
で
〝
仲
間
・
友
だ
ち
〞
と
い

う
意
味
の
「
パ
ル
」
か
ら
で
き
て
い

ま
す
。
『
一
人
ひ
と
り
の
思
い
が
結

び
つ
い
て
仲
間
を
つ
く
る
』
と
い
う

願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

も
し
も
の
と
き
の
た
め
に

　

女
性
の
視
点
で
防
災
を
考
え
よ
う

編集　十和田市男女共同参画市民情報誌ゆっパル編集委員
　　　木村奈生美、中野渡明美、深谷淳子
イラスト　中野渡明美
発行　総務課広報男女参画係☎51６７０２

★編集後記

　『ゆっぱる大賞』は、応募が少なくて残念でした。今か
ら、働きやすい職場づくりの提案をして次回応募の準備
をしませんか？ （Ｎ）

　困ったことがあっても、元気で強く生きる訓練をしな
くてはと痛感しました。　　　 （F）

　防災グッズなど非常時の準備をしているつもりでした
が、十分ではないことを改めて感じました。 （K）

　

東
日
本
大
震
災
で
避
難
生
活
を
送
っ

た
女
性
か
ら
、
女
性
の
視
点
を
災
害
対

策
に
盛
り
込
む
必
要
が
あ
る
と
い
う
声

が
相
次
い
で
い
ま
す
。

　

女
性
の
皆
さ
ん
も
、近
年
の
災
害
で
、

女
性
だ
か
ら
こ
そ
感
じ
た
こ
と
、
体
験

し
た
こ
と
が
き
っ
と
あ
る
は
ず
で
す
。

　

も
し
も
の
と
き
、
自
分
と
大
事
な
人

を
守
る
た
め
に
、
女
性
な
ら
で
は
の
視

点
で
防
災
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

❶
防
災
グ
ッ
ズ
を
考
え
よ
う

　

災
害
は
い
つ
、
ど
こ
で
起
こ
る
か
、

わ
か
り
ま
せ
ん
。
自
宅
・
職
場
な
ど
日

常
の
自
分
や
家
族
の
行
動
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

　

乳
幼
児
の
い
る
家
庭
は
粉
ミ
ル
ク
・

紙
お
む
つ
・
哺
乳
瓶
な
ど
。

　

高
齢
者
や
要
介
護
者
が
い
る
家
庭
は

入
れ
歯
・
常
用
薬
・
薬
手
帳
・
車
い
す

な
ど
、
家
族
構
成
に
よ
っ
て
必
要
な
も

の
は
多
様
で
す
。

　

災
害
発
生
後
、
電
気
・
ガ
ス
・
水
道

な
ど
が
復
旧
す
る
ま
で
の
数
日
間
の
生

活
を
不
安
な
く
過
ご
せ
る
よ
う
に
備
え

ま
し
ょ
う
。

❹
被
災
時
の
防
犯
を
考
え
よ
う

　

被
災
時
の
犯
罪
が
平
時
の
３
倍
に
も

上
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

特
に
多
い
の
が
、
訪
問
者
を
装
っ
た

犯
罪
や
夜
道
で
の
犯
罪
で
す
。

　

非
常
時
と
は
い
え
、
突
然
の
訪
問
者

を
無
防
備
に
自
宅
に
入
れ
る
の
は
危
険

で
す
。
訪
問
者
を
装
っ
た
強
盗
な
ど
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
停
電
の
中
、
暗
い
夜
道
を
一

人
で
歩
い
た
り
、
避
難
所
で
夜
に
ト
イ

レ
へ
一
人
で
向
か
う
の
も
危
険
で
す
。

必
ず
安
心
で
き
る
人
に
付
き
添
っ
て
も

ら
い
ま
し
ょ
う
。

　

悲
し
い
こ
と
で
す
が
、
非
常
時
の
追

い
詰
め
ら
れ
た
ス
ト
レ
ス
が
弱
者
に
向

け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。
非
常

時
こ
そ
防
犯
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

❺
地
域
の
結
び
つ
き
を
考
え
よ
う

　

想
像
し
て
く
だ
さ
い
。
災
害
時
の
パ

ニ
ッ
ク
を
―
。

　

災
害
時
に
は
個
人
だ
け
で
は
解
決
で

き
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
発
生
し
ま

　

下
の
図
で
は
、
イ
ラ
ス
ト
で
わ
か
り

や
す
く
防
災
グ
ッ
ズ
を
紹
介
し
ま
す
。

 

コ
ピ
ー
な
ど
し
て
お
使
い
く
だ
さ
い
。
も
し
も
の
と
き
の
た
め
に
裏
面
に
家
族
写
真
を
貼
り
ま
し
ょ
う
。 

住　所
ふりがな

氏　名

生年月日

性別 血液型

緊急
連絡先①

氏名（関係）

電話

緊急
連絡先②

氏名（関係）

電話

避難場所
持病や
アレルギー
かかりつけの
医療機関

使用薬
介護・福祉
サービス事業所

わたしの情報 “お守り”

※通帳口座や保険リストなど。防犯のため暗証番号は書かない。

災害用伝言ダイヤル☎１７１

す
。そ
の
よ
う
な
と
き
に
い
き
る
の
が
、

日
頃
の
地
域
の
結
び
つ
き
で
す
。

　

日
頃
か
ら
あ
い
さ
つ
を
し
た
り
、
近

況
を
話
し
合
っ
て
「
ご
近
所
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」を
構
築
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

そ
れ
が
、
も
し
も
の
と
き
の
大
き
な

防
災
力
と
な
り
ま
す
。

　

地
域
の
防
災
は
男
性
だ
け
が
担
う
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

女
性
の
経
験
や
意
見
、
気
配
り
を
取

り
入
れ
る
こ
と
は
、
今
後
の
防
災
に
新

た
な
ヒ
ン
ト
を
与
え
、
非
常
時
の
ス
ト

レ
ス
の
軽
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

男
女
と
も
に
手
を
携
え
て
、
か
け
が

え
の
な
い
命
と
暮
ら
し
を
守
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

✦
地
域
の
防
災
は
男
女
と
も
に

　

ト
イ
レ
の
水
が
流
れ
な
い
、
ト
イ
レ

が
壊
れ
た
、
避
難
所
の
ト
イ
レ
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
が
守
ら
れ
な
い
な
ど
、
災
害

時
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
ト
イ
レ
問
題
が
発

生
し
ま
す
。

　

過
去
の
災
害
で
は
、
ト
イ
レ
を
我
慢

し
て
健
康
を
損
な
っ
た
か
た
が
多
く
い

ま
す
。
ト
イ
レ
に
行
き
た
く
な
る
か
ら

と
水
分
や
食
事
の
量
を
減
ら
し
た
り
せ

ず
、
我
慢
を
し
な
い
で
ト
イ
レ
に
行
き

ま
し
ょ
う
。

　

防
災
グ
ッ
ズ
と
し
て
、
簡
易
ト
イ
レ

を
準
備
し
て
お
く
と
便
利
で
す
。
100
円

シ
ョ
ッ
プ
で
買
え
る
物
か
ら
、
組
み
立

て
式
ま
で
た
く
さ
ん
の
種
類
が
あ
る
の

で
使
い
や
す
い
物
を
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

❸
ト
イ
レ
を
考
え
よ
う

■
自
宅
を
安
全
な
場
所
に
！

　

家
具
の
転
倒
を
防
ぎ
、
安
全
ス
ペ
ー

ス
・
避
難
経
路
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

■
子
供
に
も
防
災
教
育
を
！

　

電
気
や
水
道
が
使
え
な
く
て
も
生
活

す
る
方
法
を
教
え
ま
し
ょ
う
。

■
家
族
が
離
れ
離
れ
に
な
っ
た
時
の
こ

と
を
決
め
て
お
こ
う
！

　

避
難
場
所
、
連
絡
方
法
、
子
ど
も
の

迎
え
な
ど
、
家
族
で
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

❷
家
庭
の
防
災
を
考
え
よ
う



大会のコンセプトは 愛
　今年の10月３日㈯、４日㈰の２日間にわたり開
催される「Ｂ－１グランプリin十和田」。
　今大会は、おもいをつなぐ地域愛、地域をつな
ぐ人間愛をテーマに大会を開催し、全国各地から
出展するまちおこし団体や来場者へのおもてなし
をしていきます。
　大会と同時に開催される併催イベントでは、市
および青森県のＰＲや、まちなかを盛り上げるイ
ベントを企画しています。大会を通じて十和田市
の魅力を全国に
発信できる絶好
の機会です。
　市民の皆さん、
一緒に盛り上げ
ていきましょう。

情報発信を強化！
　大会に向けて実行委員会事務局からの情報発信
を強化しています！
　公式フェイスブックページ、ツイッターで、大
会に関する情報を随時発信しています。
　公式ホームページの開設も予定しています（３
月上旬）。
　 ▼▼フェイスブックページURLフェイスブックページURL
　　https://facebook.com/b1.grandprix.towada　　https://facebook.com/b1.grandprix.towada
　　 ▼▼ツイッターURLツイッターURL
　　https://twitter.com/b1grandprix　　https://twitter.com/b1grandprix

問Ｂ－１グランプリin十和田実行委員会事務局☎516799

　フェイスブックページでは、写真や動画で大会
告知や市の魅力を取り上げています。大会カウン
トダウンの撮影にご協力できる企業や団体、個人
のかたはご連絡をお願いします！

大会カウントダウンにご協力を！

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

十和田での全国大会、楽しみにしています！

　　葛西 優
ゆう か

華さん／勝山 なぎさん（ともに西小・６年）

とわだに　　　に行こう
！

和田で田での全

ににに　 にに♥♥愛愛

とわだ産品情報 とわだ産品販売戦略課 検索問とわだ産品販売戦略課☎516743

十和田産ごぼうを100％使用した
ドレッシングを商品化！

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　㈵十和田ＮＰＯ子どもセンター・ハピたの（中
沢洋子代表）が十和田産ごぼうを使用したドレッ
シングを商品化しました。
　このドレッシングは「十和田産野菜で健康」を
コンセプトに、生産者やフードコーディネーター、
野菜ソムリエなどと協力しながら商品化を進め、
昨年12月から販売を開始しました。
　十和田産のごぼうを100％使用
していることから「十和田のごぼ
うたっぷりドレッシング」と命名。
化学調味料を不使用かつ常温保存
タイプのため、安全・安心でお手
軽に料理に取り入れることができ
ます。
　中沢代表は「地域のかたがたの協力で十和田ら
しい商品を作ることができました。まずは地元の
かたに食べてもらいたいです」と話します。
　商品化に協力した野菜ソムリエの中村陵

りょうこ

子さん
は「十和田の野菜で野菜をおいしく食べられるこ

とが大きな魅力の一つ。かわいらしいボトルデザイ
ンもすてきでしょ！」と、また、ドレッシングに使
用されたごぼうの生産を手掛ける水尻美

み き お

喜穂さんは
「丹精込めて作った野菜が別の形に生まれ変わるの
は嬉しい。このような取り組みは農家の励みになる
と思います」と話しました。

十和田産品を使った新商品の
お披露目会を開催します

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　市が実施している「買ってもらえる商品づくり
支援事業」で誕生した新商品やブラッシュアップ
された商品の完成お披露目会を開催します。
とき　３月23日㈪　午後１時～２時
ところ　市民交流プラザ
※試食も用意しています。

　しゃぶしゃぶ、パスタなど温かいお料理やサラダや冷奴な
ど冷たいお料理にもピッタリ！十和田産のごぼうを薄くスラ
イスしてさっと水にさらしたものや長イモの輪切りにかける
のもオススメです。

こんなお料理にオススメ

▲十和田のごぼうたっぷり
　ドレッシング
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しています。大会を通じて十和田市

、
げ
。

大会まであと７カ月。〝ガッツポーズ〟で意気込みを
見せる実行委員会事務局の皆さん

今回はオイラ
の話だぜ！

十和田ごんぼう

ます。



三沢市

～上十三・十和田湖広域定住自立圏情報～
みんな

で

出かけ
よう

　上十三・十和田湖広域定住自
立圏圏域のイベント情報をお届
けします♪

出出出かけ出

あ
な
た
の
街
の

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
身
近
な
事
柄
を
取
り

上
げ
、
法
律
の
面
か
ら
弁
護
士
が
解
説
し

ま
す
。
今
回
は
「
交
通
事
故
（
人
損
）
」

に
つ
い
て
で
す
。

　

問
ま
ち
づ
く
り
支
援
課
☎
51
６
７
７
７

法法
律律
相相
談談

～第18回～

Ａ
）
ま
ず
、
人
身
損
害
と
し
て
、
入
通
院

費
用
や
、
通
院
交
通
費
、
入
院
中
の
雑
費

な
ど
が
請
求
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
領
収

書
は
保
管
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
入
通
院

費
な
ど
は
、
症
状
固
定
と
言
っ
て
、
こ
れ

以
上
治
療
し
て
も
客
観
的
に
は
症
状
改
善

が
難
し
い
と
思
わ
れ
る
時
期
ま
で
請
求
で

き
ま
す
。
症
状
固
定
の
時
期
が
争
わ
れ
る

場
合
も
あ
り
、
こ
の
点
は

主
に
医
師
の
客
観
的
判
断

を
も
と
に
考
え
ら
れ
ま
す

の
で
、
医
師
と
の
適
切
な

意
見
交
換
が
必
要
で
す
。

Ｑ
）
先
日
、
自
動
車
を
運
転
し
て
青
信
号

の
交
差
点
を
通
過
し
た
際
、
赤
信
号
を
無

視
し
て
進
入
し
て
き
た
自
動
車
に
衝
突
さ

れ
、
２
週
間
の
入
院
を
し
ま
し
た
。
ま
だ

通
院
し
て
い
ま
す
。
相
手
方
に
対
し
て
、

自
動
車
の
修
理
代
金
の
ほ
か
に
、
ど
の
よ

う
な
請
求
が
で
き
ま
す
か
。

Ｑ
）
お
医
者
さ
ん
か
ら
は
治
療
が
終
わ
っ

て
も
後
遺
症
が
残
る
か
も
し
れ
な
い
と
言

わ
れ
ま
し
た
。
後
遺
症
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
な
請
求
が
で
き
ま
す
か
。

Ａ
）
症
状
固
定
後
、
後
遺
症
が
残
っ
た
場

合
、
後
遺
症
慰
謝
料
や
逸
失
利
益
な
ど
を

請
求
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
後
遺
症

慰
謝
料
と
は
後
遺
症
の
程
度
に
よ
り
一
定

の
基
準
か
ら
判
断
さ
れ
る
慰
謝
料
で
あ
り
、

逸
失
利
益
と
は
後
遺
症
に
よ
り
喪
失
し
た

労
働
能
力
に
応
じ
た
将
来
的
な
損
失
を
一

定
の
基
準
に
よ
り
算
出
し
て
請
求
す
る
も

の
で
す
。

Ａ
）
入
通
院
な
ど
に
よ
っ
て
仕
事
を
休
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
期
間
に
つ
い
て
、

事
故
前
の
収
入
に
も
と
づ
い
て
休
業
損
害

を
請
求
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

入
通
院
の
期
間
や
回
数
に
応
じ
て
、
一
定

の
基
準
を
も
と
に
入
通
院
慰
謝
料
を
請
求

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
）
そ
れ
以
外
に
は
、
ど
の
よ
う
な
請
求

が
可
能
で
す
か
。

特別展「零
ぜろせん

戦と堀越二郎」

とき　３月21日㈯～５月31日㈰
　　　午前９時30分～
　　　　　　　　午後４時30分
ところ　青森県立三沢航空科学館
問青森県立三沢航空科学館
　☎507777

　日本産業の復興にも貢献した「零
戦」誕生秘話に迫る！
　当時の貴重な資料で零戦誕生秘話
を振り返るとともに、零戦設計者・
堀越二郎の人となりも交えながら紹
介。宮崎駿

はやお

監督の「風立ちぬ」で一
躍脚光を浴びた堀越二郎の、また違
う一面を感じられることでしょう。

三沢ほっきまつり

とき　３月15日㈰
　　　午前９時30分～
ところ　三沢漁港市場内
問三沢市漁業協同組合☎542202

　ほっきの無料試食会や即売会、
ほっき料理・加工品販売、ほっき
ムキムキ大会など、ほっき貝の魅
力を堪能できるイベントです。

　
　

（
文
責
・
弁
護
士　

鈴
木　

陽あ
き
ひ
ろ大
）

　
　

い
ず
み
法
律
事
務
所
☎
58
６
５
５
８

Ｑ
）
後
遺
症
の
認
定
は
ど
の
よ
う
に
行
わ

れ
る
の
で
す
か
。

Ａ
）
後
遺
症
の
有
無
や
程
度
の
認
定
は
、

通
常
、
医
師
の
後
遺
症
診
断
書
な
ど
の
医

療
記
録
を
も
と
に
損
害
保
険
料
率
算
出
機

構
に
お
い
て
認
定
す
る
後
遺
症
等
級
認
定

が
ま
ず
は
重
要
な
資
料
と
な
り
ま
す
。
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三沢ほっきまつり三沢ほっきまつり

野辺地町

第64回ふるさと歴史講座
「野辺地代官所雑記」シリーズ２
お代官のみた野辺地の様相

とき　３月14日㈯
　　　午後１時30分～
ところ　野辺地町立図書館
問野辺地町歴史を探る会
（野辺地町歴史民俗資料館）
　☎0175649494

　江戸時代の古文書を掘り起こした
資料から、当時の野辺地町の様子を
お代官様の視点で見ていきます。

▼講師　青森県文化財保護協会理事、
　野辺地町歴史を探る会
　鈴木　幹人さん
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市役所からのお知らせ 市役所からのお知らせ

非常勤職員等募集 （その１）
介護予防体操指導員

（非常勤）
勤務場所　
　地域包括支援センターなど
対象　
▶昭和35年４月２日以降に生まれた
　かた
▶保健師または看護師の資格を有す
　るかた
▶自動車運転免許を有するかた
▶パソコン操作（ワード・エクセ
　ル）ができるかた
業務内容　介護予防事業に関する運
動機能及び口腔機能向上体操の指導
など
募集人員　１人
勤務日　月～金曜日（祝日を除く）
勤務時間　午前９時15分～午後４時
報酬　月額181,600円
　　　社会保険・雇用保険加入
任用期間　平成27年４月１日から１
年（必要により再任用有り）
面接試験　３月20日㈮　午後２時
市役所本館３階第１委員会室
提出書類　履歴書（市販のものに顔
写真貼付）、資格を有することを証
明する書類の写し、自動車運転免許
証の両面の写し
申込期限　３月12日㈭
問地域包括支援センター☎703671

勤務場所　十和田地域広域事務組合
消防本部 警防課
対象　
▶市内に住所を有し、昭和35年４月
　２日以降に生まれたかた
▶高等学校卒業以上のかた
▶パソコン操作（ワード・エクセ
　ル）ができるかた
▶自動車運転免許を有するかた
業務内容　十和田市消防団に関する
事務（経理、各種行事の運営など）
募集人員　１人
勤務日・時間
月～金曜日（祝日を除く）
①午前８時30分～午後３時15分
②午前10時30分～午後５時15分
※繁忙期は時間外勤務有り
報酬　月額172,000円
社会保険、雇用保険加入
任用期間　平成27年４月１日から１
年（必要により再任用有り）
面接試験　３月17日㈫午前９時30分
十和田消防庁舎２階 第２会議室
提出書類　住民票抄本、履歴書（市
販のものに顔写真貼付）、自動車運
転免許証の両面の写し
申込期限　３月10日㈫
問十和田地域広域事務組合消防本部 
　　庶務課☎㉕4111（内線222）

十和田地域広域事務組合
消防本部職員（非常勤）

市立中央病院医療職職員
（臨時）

期間業務職員・
勤務場所　市民課
対象　
▶昭和30年４月２日以降に生まれた 
　かた
▶簡単なパソコン操作ができるかた
業務内容　市民ホールの案内、市民
課の窓口受け付け
募集人員　１人
勤務日　月～金曜日（祝日を除く）
勤務時間　午前９時15分～午後４時
※時間外勤務有り
報酬　月額158,000円
　　　社会保険・雇用保険加入
任用期間　平成27年４月１日から１
年（必要により再任用有り）
面接試験　３月18日㈬午後２時
市民図書館多目的研修室１
提出書類　履歴書（市販のものに顔
写真貼付）、返信用封筒（宛名記入、
82円切手貼付）
申込期限　３月12日㈭
問市民課☎516755

勤務場所　福祉課
対象
▶昭和30年４月２日以降に生まれた
　かた
▶自動車運転免許を有するかた
▶パソコン（ワード・エクセル）の
　操作ができるかた
業務内容　４月から始まる生活困窮
者自立支援制度にかかる相談支援・
就労支援など
募集人員　２人
勤務日　月～金曜日（祝日を除く）
勤務時間　午前９時15分～午後４時
報酬 月額160,000円
　　　社会保険・雇用保険加入
任用期間　平成27年４月１日から１
年（必要により再任用有り）
面接試験　３月13日㈮午後１時
市民交流プラザ多目的研修室３
提出書類　履歴書（市販のものに顔
写真貼付）、自動車運転免許証の両
面の写し
申込期限　３月９日㈪
問福祉課☎516718

窓口案内員
（非常勤）

家庭相談員
（非常勤）

相談支援員・就労支援員
（非常勤）

勤務場所　市民課
対象　
▶昭和30年４月２日以降に生まれた
　かた
▶窓口相談などの業務経験のあるかた
▶パソコン操作（ワード・エクセ
　ル）ができるかた
▶自動車運転免許を有するかた
業務内容　国民年金に関する受け付
け・相談業務など
募集人員　１人
勤務日　月～金曜日（祝日を除く）
勤務時間　午前９時15分～午後４時
※時間外勤務有り
報酬　月額158,000円
　　　社会保険・雇用保険加入
任用期間　平成27年４月１日から１
年（必要により再任用有り）
面接試験　３月18日㈬午前10時
市民図書館多目的研修室１
提出書類　履歴書（市販のものに顔
写真貼付）、返信用封筒（宛名記入、
82円切手貼付）、自動車運転免許証
の両面の写し
申込期限　３月12日㈭
問市民課☎516753

年金窓口相談員（非常勤）

勤務場所　福祉課
対象　
▶昭和30年４月２日以降に生まれた
　かた
▶自動車運転免許を有するかた
▶パソコン操作（ワード・エクセ
　ル）ができるかた
▶保育士・看護師・保健師・小学校
　教諭などの資格を有し、その職務
　の経験が２年以上あるかた
　（詳しくはお問い合わせください）
業務内容　家庭児童福祉に関する相
談・調査等業務
募集人員　２人
勤務日・時間
月～金曜日（祝日を除く）
①午前８時30分～午後３時15分
②午前10時30分～午後５時15分
報酬　月額160,000円
　　　社会保険・雇用保険加入
任用期間　平成27年４月１日から１
年（必要により再任用有り）
面接試験　３月13日㈮午前９時
市民交流プラザ多目的研修室３
提出書類　履歴書（市販のものに顔
写真貼付）、資格を有することを証
明する書類の写し、自動車運転免許
証の両面の写し
申込期限　３月10日㈫
問福祉課☎516716

勤務場所　市内小中学校
対象 昭和30年４月２日以降に生まれたかた
業務内容　障害を有し、または介助を要するなど特別な配慮を必要とする
児童・生徒の学校生活の支援
募集人員　若干名
勤務日・時間　原則として週５日（１日５時間程度）
※勤務校により変動有り。学校の長期休業中は勤務なし
報酬 時給790円　社会保険なし、雇用保険加入
任用期間　平成27年４月１日から１年（必要により再任用有り）
面接試験　３月12日㈭午前９時30分　十和田湖支所２階交流室
提出書類　履歴書（市販のものに顔写真貼付）
申込期限　３月９日㈪
問教育総務課☎722305

勤務場所　市民交流プラザ
対象　
▶昭和30年４月２日以降に生まれたかた
▶高等学校卒業以上でパソコン操作（ワード、エクセル）ができるかた
業務内容　市民交流プラザの使用申し込み受け付け、来館者および電話へ
の対応、パソコン・機械設備の操作、小学校低学年が遊ぶプレイルームの
管理など
募集人員　５人程度
勤務日・時間（シフト制）
　月22日程度（土・日・祝日の勤務有り）
　午前８時30分から午後６時までの５時間30分
賃金　１時間740円
任用期間　平成27年４月１日から平成28年３月31日のうち11カ月の期間
面接試験　３月20日㈮　市民交流プラザ多目的研修室３
提出書類　履歴書（市販のものに顔写真貼付）
申込期限　３月13日㈮
問市民交流プラザ☎585670

対象　
・看護師
・作業療法士
業務内容　
看護師　看護業務、電子カルテの入
　　　　力作業など
作業療法士　作業療法業務
募集人員　看護師　若干名
　　　　　作業療法士　２人
勤務日
看護師　原則として週５日
作業療法士　月～金曜日（祝日を除
　　　　　　く）
勤務時間
看護師（交代制）
　①午前８時30分～午後５時
　②午後４時30分～午前１時
　③午前０時30分～午前９時
作業療法士
　午前８時30分～午後５時
※いずれも時間外勤務有り
賃金　
看護師　日額8,300円～11,000円
作業療法士　日額7,600円～9,700円
※いずれも臨時加給賃金あり・社会
　保険・雇用保険加入
任用期間
平成27年４月１日から９月30日
（必要により再任用有り）
面接試験　３月18日㈬午後３時～
中央病院別館２階会議室
提出書類　履歴書（市販のものに顔
写真貼付）、看護師または作業療法
士免許の写し
申込期限　３月13日㈮
問中央病院業務課☎㉓5121
　　内線3221

特別支援教育支援員（非常勤）市民交流プラザ職員（パートタイマー）

☎516718

貼付）



2015年（平成27年）３月号　広報 14

市役所からのお知らせ

期間業務職員・非常勤職員等募集（その２）

勤務場所　十和田湖支所
対象　
▶市内に住所を有するかた
▶昭和25年４月２日以降に生まれた
　かた
▶大型自動車・大型特殊自動車運転
　免許を有し、車両系建設機械運転
　技能講習を修了しているかた
業務内容　大型バス運転、施設など
の環境整備、除雪作業など
募集人員　１人
勤務日　月～金曜日（祝日を除く）
※バス運転業務は、場合により、
　土・日・祝日の勤務有り
勤務時間　
　午前８時30分～午後５時15分
報酬　日額9,200円
　　　社会保険・雇用保険加入
任用期間　平成27年４月１日から１
年（必要により再任用有り）
面接試験　３月18日㈬午後２時
十和田湖支所交流室２
提出書類　履歴書（市販のものに顔
写真貼付）、自動車運転免許証の両
面の写し、車両系建設機械運転技能
講習修了証の写し、運転記録証明書
（５年間）
申込期限　３月12日㈭
問十和田湖支所☎722311

焼山観光案内所職員
（期間業務）

卸売市場職員
（期間業務）

十和田湖支所職員
（期間業務）

勤務場所　焼山観光案内所
（十和田湖温泉スキー場駐車場内）
対象
▶昭和30年４月２日以降に生まれた
　かた
▶自家用車による通勤が可能なかた
▶観光案内、パソコン操作のできる
　かた
業務内容　観光案内、情報発信、環
境整備、足湯管理
募集人員　１人
勤務日　（シフト制）週５日
勤務時間
午前８時30分～午後５時15分
賃金　日額6,900円
　　　社会保険・雇用保険加入
任用期間　平成27年４月１日から１
年（必要により再任用有り）
面接試験　３月18日㈬午前10時
市役所新館３階会議室Ａ
提出書類　履歴書（市販のものに顔
写真貼付）、自動車運転免許証の両
面の写し
申込期限　３月13日㈮
問観光推進課☎516771

勤務場所　地方卸売市場
対象　
▶市内に住所を有するかた
▶基本的なパソコン操作ができるか
　た
業務内容　せりの立ち会い、データ
入力など
募集人員　１人
勤務日・時間（交代制）
早番　月～土曜日（祝日を除く）
　　　午前６時50分～午後３時35分
　　　※週に１日または土曜日の半
　　　　日勤務有り
遅番　月～金曜日（祝日を除く）
　　　午前８時30分～午後５時15分
報酬　日額　6,900円
　　　半日勤務　3,450円
　　　社会保険・雇用保険加入
任用期間　平成27年４月１日から１
年
面接試験　３月20日㈮午後１時30分
市役所新館３階会議室Ａ
提出書類　履歴書（市販のものに顔
写真貼付）
申込期限　３月13日㈮
問とわだ産品販売戦略課☎516743

勤務場所　市内全域
対象　▶市内に住所を有するかた
　　　▶昭和30年４月２日以降に生まれたかた
　　　▶自動車運転免許を有するかた（ＡＴ限定不可）
業務内容　廃棄物対策、環境整備および衛生管理作業
募集人員　１人
勤務日　月～金曜日（場合により土・日・祝日の勤務有り）
勤務時間　午前８時30分～午後５時15分
賃金　日額8,300円　社会保険・雇用保険加入
任用期間　平成27年４月１日から１年
面接試験　３月20日㈮午前10時
市役所新館３階会議室Ａ
提出書類　履歴書（市販のものに顔写真貼付）、自動車運転免許証の両面
の写し
申込期限　３月13日㈮
問まちづくり支援課☎516726

労務作業員（期間業務）
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中
で
、
無
理
や
り
ポ
ー
ル
に
当
た
り
に

行
っ
た
り
し
ま
し
た
。
で
き
な
か
っ
た
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
と
に
か

く
楽
し
く
て
。
そ
れ
は
、
今
も
同
じ
で

す
」
と
話
し
ま
す
。

　

ス
キ
ー
を
頑
張
る
決
意
を
し
た
の
は
、

小
学
校
４
年
生
で
出
場
し
た
全
国
大
会
で

４
位
に
な
っ
た
時
。
そ
れ
か
ら
は
、
夏
に

は
県
外
の
人
口
ゲ
レ
ン
デ
、
冬
に
は
焼
山

の
ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル
に
お
父
さ
ん
と
と
も

に
通
い
、
ス
キ
ー
の
練
習
に
専
念
し
て
き

ま
し
た
。
今
ま
で
支
え
て
く
れ
た
家
族
へ

の
感
謝
は
常
に
忘
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
今
泉
く
ん
は
『
努
力
は
必
ず
報

わ
れ
る
』
と
い
う
言
葉
に
は
違
和
感
が
あ

る
と
言
い
ま
す
。
「
同
じ
こ
と
を
ダ
ラ
ダ

ラ
と
続
け
る
よ
り
、
新
し
い
こ
と
に
挑
戦

し
て
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
つ
な
げ
る
方
が

成
長
は
早
い
と
思
う
」
そ
う
話
す
の
は
、

今
ま
で
、
失
敗
し
て
は
試
し
、
挑
ん
で
き

とわだびと

★★
★

－ 第34回 －

今
い ま い ず み

泉 悠
ゆ う や

弥 くん

　市立四和中学校３年。２歳からスキーを始める。中学校
では陸上部、小学校から続けている剣道は２段の腕前。
　八甲田スキースクール十和田分校（十和田湖温泉スキー
場）所属。
　第52回全国中学校スキー大会（２月４日～８日・大鰐
町）で回転10位（192人中）、大回転14位（194人中）の
成績を収めた。

PROFILE 

た
こ
と
の
表
れ
な
の
で
し
ょ
う
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
の
今
泉
く
ん
の
挑
戦
は
ま

だ
ま
だ
続
き
ま
す
。
３
月
27
日
か
ら
岐
阜

県
で
行
わ
れ
る
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
は
「
自
分
が
持
っ
て
い
る
実
力
を
全
部

発
揮
で
き
れ
ば
優
勝
も
狙
え
る
」
と
気
力

も
十
分
で
す
。

　

今
、
一
番
欲
し
い
も
の
は
ス
キ
ー
に
有

利
な
『
身
長
』
と
話
す
今
泉
く
ん
は
、
心

身
と
も
に
成
長
期
真
っ
只
中
。
今
後
の
活

躍
が
楽
し
み
で
す
。　

出来なかったことが
出来るようになるのは
楽しくて仕方がない
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▼第65回青森県中学校スキー大会
　大回転（優勝）の様子　大回転（優勝）の様子

▲第52回全国中学校スキー大会
　回転（10位入賞）の様子



　十和田湖で漁獲されているヒメマスのブランド化の一
環として、１月に「十和田湖ひめます」が、特許庁から
地域団体商標に登録されました。
　登録を受け、小山田市長と十和田湖増殖漁業協同組合
の小林義美組合長が青森県庁を訪れ、三村申吾青森県知
事に商標登録の喜びを報告しました。小林組合長は「登
録にふさわしい十和田湖ひめますを提供し、地域経済の
活性化につなげたい」と話しました。

登録の喜びを青森県知事に報告

「十和田湖ひめます」が地域団体商標登録
２
４

　十和田湖畔休屋特設イベント会場で、北東北最大級の
雪祭り、「十和田湖冬物語」が開催されました。
　オープニングセレモニーでは、小山田市長ら関係者に
より、陸上自衛隊八戸駐屯地の皆さんが作成したメイン
雪像「ねぶたとなまはげ」の点灯式などが行われ、オー
プニングを華々しく飾りました。
　イベント期間中は、家族連れなど多くのかたが訪れ、
夜空に打ち上がる冬花火などを楽しみました。

巨大雪像や冬花火などで十和田湖の冬を満喫！

十和田湖冬物語 2015
２
６

　伝統芸能の歴史と文化の継承を目的に、市民文化セン
ターで「第 25 回十和田市伝統芸能まつり」が開催され
ました。南部駒踊立崎保存会や大不動鶏舞保存会など市
内７団体の他、ユネスコ無形文化遺産に登録され、国の
重要無形民俗文化財の早

は や ち ね た け

池峰岳神楽保存会（岩手県花巻
市）が招待されました。
　各団体は地域で受け継がれている伝統芸能を披露し、
会場から大きな拍手が送られました。

　市では、10組目の「十和田奥入瀬観光大使」として、
演歌歌手の近江綾さんを任命しました。また、今年度か
ら始まった企業誘致に関する情報提供などを目的とする
「企業誘致支援大使」として、東京十和田会の小又昇会長
ら７人を任命しました。
　アルカディア市ヶ谷私学会館で行われた第 30回東京十
和田会において、会に参加した４人に対し、小山田市長
から委嘱状が手渡されました。

市ゆかりの８人が観光振興、企業誘致に一役

新たな観光大使、企業誘致支援大使を任命
２
８

　まちおこし講演会「みかちゃんが見てきたＢ－１グラ
ンプリ開催地のあんなこと・こんなこと」が、市民交流
プラザで開催されました。
　トリオ★ザ★ポンチョスの一員でおなじみの中島美華
さん（みかちゃん）が講師となり、これまでのＢ－１グ
リンプリを、撮りためた写真などを交えて紹介しました。
　会場を訪れた約 160 人の参加者は、これまでの開催地
のおもてなしに感心した様子を見せていました。

みかちゃんがこれまでのＢ－１グランプリを紹介

まちおこし講演会を開催
２
11
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市内の出来事を紹介！
市内のイベントを随時発信！

十和田市ブログ駒の里 検索

早池峰岳神楽保存会による「天
てんそんこうりん

孫降臨の舞」。迫力ある
演舞を披露し、観客を魅了

三村県知事に登録の喜びを報告。知事も「登録はうれし
いこと、販路の拡大につなげたいですね」と話しました

メイン雪像「ねぶたとなまはげ」が関係者の手により
点灯され、冬物語の開幕を告げました

「十和田大会では、訪れたかたに皆さんの愛を見せて
ください」と話す中島さん

米田教育長（写真右）から児童生徒一人一人に表彰状
が手渡されました

　市民文化センターで「平成 26 年度十和田市教育奨励
賞表彰式」が開催され、文化・芸術、スポーツの分野で、
県大会１位や東北大会３位以内、全国大会上位入賞など
の優秀な成績を収めた市内在住の児童生徒 230 人が表彰
され、米田教育長から出席者に対し、表彰状が手渡され
ました。受賞者を代表し、小川航大くん（東中・３年）
は「支えてくれたかたへの感謝の気持ちを忘れず、一つ
一つ目標を達成していきたい」とあいさつしました。

230人の児童生徒を表彰

十和田市教育奨励賞表彰式
２
14
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　郷土を理解し、先人の思いを受け継ぎ、伝承しようと
する心を養うことを目的に、市立深持小学校（苫米地
庸
よ う こ

子校長）で４・５年生 14 人に対し、「八甲田雪中行軍
のお話会」が行われました。市教育委員会の小野寺功委
員長が講師を務め、雪中行軍を成し遂げた弘前歩兵第 31
連隊には、市内増沢地区の住民７人が案内人となってい
たことなどを話し、雪中行軍の出来事から、事前準備や
情報収集、集団行動の規律の大切さなどを伝えました。

八甲田雪中行軍と深持小学区のかかわりを学ぶ

深持小で八甲田雪中行軍のお話会
１
30

　市制施行 10 周年を記念し、作成した市オリジナルの
ナンバープレートの交付が始まりました。
　交付初日の２月２日には、市役所本館１階ホールで
交付式が行われ、交付第１号となった山

やまいち

一清
せいいち

一さんに
対し、小山田市長から真新しいナンバープレートが手
渡されました。山一さんは「ナンバープレートは乙女
の像が描かれている素敵なデザインです。十和田のＰ
Ｒにつながるのでは」と話しました。

市オリジナルのナンバープレートを交付
２
２

小野寺委員長は、自作の紙芝居を使い、雪中行軍を行っ
た２つの連隊の状況を分かりやすく話しました

１番のナンバープレートを手にする山一さん（写真左）。
乙女の像が印象的なデザインです

奥入瀬・十和田湖のＰＲに！

伝統芸能の歴史と文化を継承

十和田市伝統芸能まつり
２
８

十和田奥入瀬観光大使
近江 綾さん

企業誘致支援大使 （右から）中野渡 利八郎
さん、中野渡 うめさん、小又 昇さん
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☎㉓ 5111
FAX㉒ 5100

問…問い合わせ先
…申し込み先
※費用の記載がない
　ものは無料です。

土・日曜日および祝日は閉庁

❖お知らせの表記

市役所代表

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

　

３
月
２
日
に
登
録
し
た
十
和
田
市
選
挙

人
名
簿
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

縦
覧
期
間　

３
月
３
日
㈫
〜
７
日
㈯

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

※
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

　

も
３
月
９
日
㈪
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。

縦
覧
場
所　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

☎
51
６
７
７
８

市
・
県
民
税
の
申
告
は
お
早
め
に
！

　

市
・
県
民
税
の
申
告
期
限
は
16
日
㈪
で

す
。
例
年
期
限
間
近
に
な
る
と
会
場
が
混

雑
し
ま
す
の
で
、
早
め
に
申
告
を
済
ま
せ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
申
告
に
必
要
な

書
類
は
必
ず
整
理
・
集
計
し
て
く
だ
さ

い
。
事
業
所
得
・
不
動
産
所
得
の
あ
る
か

た
は
、
収
支
内
訳
書
を
作
成
し
て
き
て
く

だ
さ
い
。

※
３
月
８
日
㈰
は
申
告
相
談
を
受
け
付
け

　

ま
す
。

問
税
務
課
☎
51
６
７
６
７

遺
児
卒
業
祝
金
を
支
給
し
ま
す

　

中
学
校
卒
業
時
に
、
卒
業
祝
金
を
支
給
し

ま
す
の
で
対
象
者
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

父
ま
た
は
母
の
死
亡
に
よ
り
遺

　

児
と
な
っ
た
児
童
ま
た
は
父
母
の
い
な

　

い
児
童
を
養
育
す
る
保
護
者

申
込
期
間　

３
月
２
日
㈪
〜
31
日
㈫　
　

持
ち
物　

▼
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

　

受
給
資
格
証
ま
た
は
戸
籍
謄
本
な
ど
、

　

父
母
の
死
亡
な
ど
を
確
認
で
き
る
も
の

　

▼
印
鑑
▼
通
帳

※
申
請
書
は
福
祉
課
窓
口
に
備
え
付
け
て

　

い
ま
す
。　
　

福
祉
課
☎
51
６
７
１
７

就
学
援
助
制
度
に
つ
い
て

　

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
学
用
品
な
ど
の

負
担
が
困
難
な
保
護
者
に
援
助
し
ま
す
。

対
象　

小
・
中
学
校
に
就
学
し
て
い
る
児

　

童
・
生
徒
の
保
護
者
で
、
生
活
保
護
を

　

受
け
て
い
る
か
た
と
そ
れ
に
準
じ
て
生

　

活
が
困
窮
し
て
い
る
か
た

児
童
・
生
徒
が
在
籍
し
て
い
る
学
校

問
教
育
総
務
課
☎
72
２
３
０
５

　平成 26 年１月１日～ 12 月 31 日の間に賃貸借された農地の集計です。賃借料は、著しい低額や高額なも
のを除外しています。賃貸借契約の目安としてご利用ください。

■平成 27年版　十和田市農地賃借料情報のお知らせ 問農業委員会☎51 6740

地　域　名
田 畑

平均額 最高額 最低額 筆数 平均額 最高額 最低額 筆数
大字深持、洞内、大沢田、馬洗場、立崎、八斗沢、豊ケ岡 11,200 18,500 5,000 116 10,600 15,000 8,300 13
住居表示区域、大字三本木、赤沼、切田の一部（向切田）、相坂 10,400 17,000 5,000 127 6,800 10,000 2,800 10
大字切田（向切田を除く）、藤島、伝法寺、大不動、米田、滝沢 9,800 15,000 3,900 93 8,700 10,000 5,000 7
大字沢田、法量、奥瀬 9,200 14,800 3,600 97 8,300 10,000 5,000 11
市全体 10,400 18,500 3,600 433 8,500 15,000 2,800 41

（賃貸料は円／ 10ａ当たり）

事
務
事
業
点
検･

評
価
結
果
を
公
表
し
ま
す

　

平
成
25
年
度
の
市
教
育
委
員
会
の
事
務

事
業
点
検･

評
価
を
行
い
ま
し
た
。
報
告

書
は
、
公
民
館
、
市
民
図
書
館
に
備
え
付

け
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し

て
い
ま
す
。

問
教
育
総
務
課
☎
72
２
３
０
５

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入
し
ま
せ
ん
か

　

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
な
ど
を
行
う
社
会
教
育
活
動
団
体
（
５

人
以
上
）
を
対
象
と
し
た
保
険
で
す
。

加
入
受
付
開
始
日　

３
月
１
日
㈰

保
険
期
間　

４
月
１
日
か
ら
１
年
間

※
加
入
依
頼
書
は
、
ス
ポ
ー
ツ
・
生
涯
学

　

習
課
お
よ
び
市
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー
に

　

備
え
付
け
て
い
ま
す
。

問
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
青
森
県
支
部

　

☎
０
１
７
・
７
８
２
・
６
９
８
４

赤
十
字
社
員
加
入
（
寄
付
）
を
募
集
し
て

い
ま
す

　

赤
十
字
の
活
動
は
、
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら

れ
る
社
費
や
寄
付
金
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て

お
り
、
主
に
国
内
の
災
害
救
護
や
国
際
救
援

な
ど
の
活
動
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

赤
十
字
社
員
加
入
（
寄
付
）
の
受
け
付

け
に
町
内
会
長
や
日
赤
関
係
者
な
ど
が
各

家
庭
を
訪
問
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
ま
ち
づ
く
り
支
援
課
☎
51
６
７
７
７
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■固定資産の縦覧・閲覧

　土地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧と固定資産課税台帳の閲覧により、固定資産税の評価額などを比較ま
たは確認できます。

区　分

縦　覧 閲　覧
　固定資産税の納税者（固定資産税が課税され
ているかた）は、自分の固定資産（土地、家屋）
評価額について、評価が適正であるか、市内の
他の固定資産評価額と比較することができます。

　固定資産税の課税内容を固定資産課税台帳に
より確認することができます。

期　間 ４月１日㈬～６月１日㈪
（土・日曜日、祝日を除く）

通年　＊平成 27 年度分は４月１日から
（土・日曜日、祝日および年末年始を除く）

縦覧および閲覧でき
るかた、その際に必
要なもの

※いずれの場合も本人
　確認ができるもの
　（運転免許証など）
　が必要です。

▼固定資産税の納税者本人、同一世帯家族、
　納税管理人

以下のかたは所定のものが必要です

▼法人の代表者または委任状を受けた代理人
　代表者印を押印した申請書または委任状

▼所有者本人、納税管理人

以下のかたは所定のものが必要です

▼法人の代表者または委任状を受けた代理人
　代表者印を押印した申請書または委任状

▼借地人、借家人など
　賃貸借契約書など

▼固定資産の処分をする権利を有するかた
　権利を証明する書類など

備　考
　土地のみ課税されているかたは土地の
み、家屋のみ課税されているかたは家屋の
み縦覧が可能です。

手数料 300 円
※縦覧期間中（４月１日㈬～６月１日㈪）　
　は無料

受付時間および場所 ▼受付時間　午前８時 30 分～午後４時 30 分　　　 ▼場所　本館１階税務課

問税務課☎51 6768・51 6769

国勢調査員を
募集します

10月１日に実施する国勢調
査の調査員を募集します。

対象　次のすべてに該当するかた
　▪市内に住所を有し、責任を持って調査票の配
　　布・回収などができる20歳以上のかた
　▪９月上旬から10月下旬にかけて調査できるかた
　▪税務、警察、選挙に直接関係のないかた
　▪調査に関する説明会に出席できるかた
身分
　総務大臣から任命される非常勤の国家公務員
報酬
　規定に基づき３万円程度の報酬を支払います。
申込期限
　４月30日㈭
※登録要件などがありますので、詳しくはお問い
　合わせください。

問政策財政課☎516711

　国勢調査は、日本国内に住むすべての人と世帯を
対象とする、国の最も重要な統計調査です。
　調査員が９月上旬以降に皆さんのお宅を訪問しま
すので、調査へのご協力をお願いします。

10 月１日に国勢調査が実施されます

▶調査員がお宅にお伺い
　します。単身のかた、
　学生のかた、未成年の
　かた、　外国籍のかた
　など、日本に普段住ん
　でいるすべてのかたが
　対象です。

◀記入した「調査票」は、
　調査員に渡していただ
　くか、郵送していただ
　くこともできます。

とても大切なことなので、早めにお知らせします
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飲
食
店
営
業
事
業
者
募
集

　

市
役
所
新
館
１
階
喫
茶
室
で
飲
食
店
を

営
業
す
る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

入
居
可
能
日
（
予
定
）　

４
月
１
日

営
業
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
９
時
の
範

　

囲
内

家
賃　

入
札
に
よ
り
決
定

募
集
説
明
会　

３
月
９
日
㈪　

午
後
３
時

　

市
役
所
新
館
４
階
会
議
室

申
込
受
付
期
間　

　

３
月
９
日
㈪
〜
13
日
㈮
正
午

問
管
財
課
☎
51
６
７
０
７

十
和
田
市
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
員
募
集

対
象
・
活
動
内
容
・
場
所
・
定
員

▼
ド
リ
ー
ム
班　

小
学
３
・
４
年
生
（
科

　

学
工
作
（
動
く
お
も
ち
ゃ
作
り
）
な
ど
）

　

▽
東
公
民
館
15
人
▽
南
公
民
館
25
人

▼
エ
ジ
ソ
ン
班　

小
学
５
年
〜
中
学
３
年
生

　
（
木
工
、
電
気
工
作
、
ロ
ボ
ッ
ト
製
作

　

な
ど
）
▽
南
公
民
館
40
人

活
動
日
時　

主
に
日
曜
日
（
月
２
回
）

　

午
前
９
時
〜
正
午

申
込
期
間　

３
月
21
日
㈯
〜
４
月
５
日
㈰

問
東
公
民
館
☎
㉔
９
０
０
０

　
　

南
公
民
館
☎
㉒
４
４
１
６

十
和
田
市
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
指
導
補

助
員
募
集

指
導
日　

主
に
日
曜
日

　

午
前
９
時
〜
正
午　

年
４
〜
５
回

報
酬　

１
回
３
５
０
０
円

問
南
公
民
館
☎
㉒
４
４
１
６

【有料広告欄】　　「広報とわだ」に広告を掲載しませんか。申込先　総務課広報男女参画係☎51 6702

奨
学
生
募
集

　

経
済
的
理
由
で
修
学
が
困
難
な
か
た
に

学
費
の
一
部
を
お
貸
し
し
ま
す
。

対
象　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
か
た

▼
保
護
者
が
市
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る

　

か
た

▼
高
校
（
高
等
専
門
学
校
を
含
む
）、
大

　

学
、
短
大
に
在
学
し
て
い
る
か
た

※
専
門
学
校
お
よ
び
大
学
院
は
除
く
。

▼
学
費
の
支
払
い
が
困
難
な
か
た

▼
心
身
と
も
に
健
康
で
学
業
成
績
が
優
良

　

な
か
た

募
集
人
員
・
貸
与
額
（
無
利
子
）

▼
高
校
（
高
等
専
門
学
校
）
５
人
程
度　

　

月
額
１
万
５
０
０
０
円
以
内

▼
大
学
・
短
大
15
人
程
度

　

月
額
６
万
４
０
０
０
円
以
内

提
出
書
類　

▼
奨
学
金
貸
与
申
請
書
▼
成

　

績
証
明
書
▼
在
学
証
明
書
▼
住
民
票
謄

　

本
▼
平
成
25
年
分
所
得
証
明
書
（
家
族

　

全
員
分
）
▼
連
帯
保
証
人
２
人
の
身
分

　

証
明
書
の
写
し

※
世
帯
の
状
況
な
ど
を
お
聞
き
し
ま
す
。
提

　

出
書
類
は
直
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
、
教
育
総
務
課
お
よ
び
市
役

　

所
本
館
１
階
会
計
係
横
の
カ
ウ
ン
タ
ー

　

に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。ま
た
、市
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

　

ま
す
。

奨
学
生
の
決
定　

選
考
委
員
会
で
審
議
の

　

上
、
教
育
委
員
会
で
決
定
し
ま
す
。

受
付
期
間　

４
月
１
日
㈬
〜
30
日
㈭　
　

問
教
育
総
務
課
☎
72
２
３
０
５

市
地
域
審
議
会
委
員
募
集

対
象　

満
20
歳
以
上
の
市
民
で
、
旧
十
和

　

田
湖
町
（
大
字
奥
瀬
・
沢
田
・
法
量
）

　

の
区
域
に
住
所
を
有
す
る
か
た
、
ま
た

　

は
旧
十
和
田
湖
町
の
区
域
内
の
事
業
所

　

な
ど
に
勤
務
し
て
い
る
か
た
で
、
ま
ち

　

づ
く
り
や
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
活
動

　

ま
た
は
審
議
会
な
ど
の
委
員
の
経
験
が

　

あ
る
か
た

業
務
内
容　

新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
変

　

更
な
ど
、
市
長
の
諮
問
に
応
じ
て
審
議

　

し
、
答
申
し
ま
す
。

募
集
人
員　

４
人
以
内

任
期　

２
年
（
再
任
あ
り
）

報
酬　

１
回
６
０
０
０
円

提
出
書
類　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
に
顔

　

写
真
貼
付
。
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
や
地

　

域
づ
く
り
な
ら
び
に
審
議
会
な
ど
の
活

　

動
履
歴
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
）

申
込
期
限　

３
月
18
日
㈬
必
着

問
十
和
田
湖
支
所
☎
72
２
３
１
１

　上記①、②に該当した方は過払い金が戻ってくるかもしれません。
貸金業者が倒産する前に、善は急げ！まずはお電話ください。

①大手消費者金融へ５年以上返済を続けている。

借金のご相談 無料　任意整理…１社２万５千円

②金利が 25パーセント前後だった。

ご相談はお電話で
ご予約ください。☎0176-51-4317
http://www.acacia-forest.jp
〒034-0082 青森県十和田市西二番町８-４（十和田市現代美術館駐車場隣）

。

アカシアの森法律事務所 検 索

①大手消費



《お気軽にご相談ください》
弁護士法人　青空と大地　
《青森県弁護士会所属》

弁護士　橋本明広　　弁護士　塩澤将宏
十和田市西三番町１番４２号　ＮＴＴ十和田ビル２階

取扱業務
民事全般、不動産、離婚、相続、成年後見、債務整理、会社関係、刑事
（上記以外の事件も取り扱っています。）
相談料　初回 60分　5,000 円（税別）
（個人の多重債務相談は無料です。）
相談は電話又は来所による予約制です。
☎0176（21）5162（受付時間　平日９時～ 17 時 30 分）
http://www.aozora-daichi.com

入会会員募集中入会会員募集中
<経験を活かして働いてみませんか>

シルバー人材センターでは就業を希望する高齢者を募集しています
◆　入会に関する説明会　毎月第２・第４水曜日開催（９時～）
依頼される仕事は…
　○家庭の草取り　　　　○荷物の運搬
　○空地等の草刈り　　　○軽易な大工作業
　○農作業の手伝い　　　○蜂の巣駆除
　○庭木の手入れ　　　　○家庭等の掃除
　○簡単な家事援助　　　○庭木薬剤散布　等
臨時的、短期的な仕事です。詳しくは
　（公社）十和田市シルバー人材センター　☎25-0222　まで
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【有料広告欄】　　「広報とわだ」に広告を掲載しませんか。申込先　総務課広報男女参画係☎51 6702

市民交流プラザの愛称を募集します

　昨年10月14日に開館した市民
交流プラザが、より一層利用者
の皆さまに親しまれる施設とな
るよう施設の「愛称」を募集し
ます。

対象　市民または市民交流プラザ利用者
応募方法　愛称、愛称の意味、住所、氏名、年齢、電
　話番号を記入し、持参・郵便・ＦＡＸ・メールのい
　ずれかで応募してください。
　※１人１点に限ります。
締め切り　３月15日㈰必着
応募先　市民交流プラザ　〒034-0011　稲生町18-33
　　　　ＦＡＸ585671
　　　　 メールmatidukuri@city.towada.lg.jp
賞品　優秀賞１人
　　　賞状、２万円相当の十和田産品など
※同一の愛称が複数の場合、抽選で優秀者を決定。
　同じ愛称提案者には記念品を贈呈します。

問市民交流プラザ☎585670

＊応募用紙と募集要項は、市民交流プラザに備え付け
　ているほか市ホームページに掲載しています。

ア
シ
ス
タ
ン
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー

人
材
バ
ン
ク
登
録
者
の
募
集

　

市
内
小
・
中
学
校
に
ア
シ
ス
タ
ン
ト

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
を
派
遣
す
る
た
め
の
人
材

バ
ン
ク
登
録
者
を
募
集
し
ま
す
。

活
動
場
所　

市
内
小
・
中
学
校

対
象　

昭
和
25
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

　

れ
た
か
た
で
、
児
童
生
徒
の
教
科
指
導

　

を
支
援
（
教
員
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
）
で

　

き
る
か
た

活
動
内
容　

市
内
小
・
中
学
校
児
童
生
徒

　

の
教
科
指
導
（
国
語
・
算
数
・
数
学
・

　

社
会
・
理
科
・
英
語
な
ど
）
の
支
援

※
応
募
し
た
か
た
を
「
ア
シ
ス
タ
ン
ト　

　

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
人
材
バ
ン
ク
」
に
登
録

　

し
、
必
要
に
応
じ
て
学
校
へ
派
遣
し
ま

　

す
。

活
動
回
数　

年
間
45
回
〜
１
２
０
回
程
度

活
動
時
間　

原
則
と
し
て
１
回
３
時
間
程

　

度
謝
礼　

１
回
３
０
０
０
円

登
録
の
有
効
期
限　

平
成
28
年
３
月
末
日

提
出
書
類　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
に
顔

　

写
真
貼
付
）

申
し
込
み
方
法　

３
月
９
日
㈪
〜
13
日
㈮

　

に
提
出
書
類
と
印
鑑
を
持
参
し
直
接
申

　

し
込
み

問
指
導
課
☎
72
２
３
０
９

い
き
い
き
健
康
づ
く
り
軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室

◆
ユ
ニ
カ
ー
ル
教
室

と
き　

３
月
９
日
㈪
、
16
日
㈪
、
23
日
㈪

　

午
前
10
時
〜
正
午

◆
ス
ポ
ン
ジ
テ
ニ
ス
教
室

と
き　

３
月
10
日
㈫
、
17
日
㈫
、
24
日
㈫

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

◆
ユ
ニ
カ
ー
ル
大
会　

と
き　

３
月
14
日
㈯　

正
午
〜

申
し
込
み
方
法　

市
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー

　

と
ス
ポ
ー
ツ
・
生
涯
学
習
課
に
備
え
付

　

け
て
い
る
大
会
参
加
申
込
書
で
３
月

　

９
日
㈪
ま
で
に
申
し
込
み

※
い
ず
れ
の
教
室
、
大
会
も
市
総
合
体
育  

　

セ
ン
タ
ー
で
、
内
履
き
持
参
、　

傷
害

　

保
険
は
各
自
で
加
入
の
こ
と

ス
ポ
ー
ツ
・
生
涯
学
習
課
☎
72
２
３
１
７

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
72
３
１
２
３
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地
域
づ
く
り
講
演
会

と
き　

３
月
10
日
㈫

　

午
後
３
時
〜
４
時
30
分

と
こ
ろ　

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

演
題　
「
波
乱
万
丈
の
人
生
〜
会
長
が
語

　

る
成
功
の
秘
訣
〜
」

講
師　

㈱
東
京
組　

代
表
取
締
役
会
長　

　

中
野
渡　

利
八
郎
さ
ん

問
商
工
労
政
課
☎
51
６
７
７
３

【有料広告欄】　　「広報とわだ」に広告を掲載しませんか。申込先　総務課広報男女参画係☎51 6702

上
十
三
も
の
忘
れ
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
５

　

認
知
症
の
症
状
と
そ
の
対
応
を
知
り
、

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

と
き　

４
月
４
日
㈯　

午
後
１
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー　

内
容　

認
知
症
に
関
す
る
講
演
や
寸
劇
、

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
70
３
６
７
１

ゼ
ル
コ
バ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

　

チ
ェ
ロ
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
フ
ル
ー
ト
、

ピ
ア
ノ
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

と
き　

３
月
21
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
開
場　

午
後
２
時
開
演

と
こ
ろ　

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー　

出
演
者　

高
橋
幸
男
（
チ
ェ
ロ
）、
石
川

　

泉（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）、藤
原
つ
や
子（
フ

　

ル
ー
ト
）、
今
田
文
子
（
ピ
ア
ノ
）

問
ス
ポ
ー
ツ
・
生
涯
学
習
課

　

☎
72
２
３
１
３

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室
（
前
期
）

と
き　

４
月
13
日
〜
９
月
14
日
の
毎
週
月

　

曜
日
（
第
１
月
曜
日
と
祝
日
を
除
く
）

　

①
リ
ズ
ム
＆
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス　

　
　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

　

②
ナ
イ
タ
ー
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

　
　

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

と
こ
ろ　

市
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー

対
象　

18
歳
以
上
の
市
民

※
両
方
に
参
加
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

定
員　

①
②
各
50
人
（
先
着
順
）

費
用　

２
５
０
０
円
（
保
険
料
含
む
）

申
込
期
間　

３
月
25
日
㈬
〜
４
月
８
日
㈬

　

午
前
９
時
〜
午
後
８
時

　
（
日
曜
日
、
祝
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

申
し
込
み
方
法　

参
加
費
用
を
持
参
の
上
、

　

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
電
話
で
の
申

　

し
込
み
は
受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん
。

問
市
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー

　

☎
㉕
５
５
５
５

　市民の皆さんによる団体が行う催しの紹介、サークルなどの会員募集の
コーナーです。費用の記載がないものは無料です。掲載希望のかたは市ホー
ムページをご覧ください。

 　 「八甲田山雪中行軍を語り継ぐ会」　　
　　　　　　会員募集
　十和田市にゆかりがある八甲田山雪中行軍に
ついて、資料収集や研究、研修を行い、後世に
継承していくことを目的に活動しています。
活動予定　郷土館などで、月６回程度
費用　年会費 500 円
　問八甲田山雪中行軍を語り継ぐ会事務局・　
　樋川☎⑳ 1607

行軍行軍　　　  東日本大震災追悼イベント
   　　 Pray for the EARTH 2015　  
　ライブ、ダンス、チャリティーワークショッ
プ、被災地グッズ販売など「オルタナティブ（自
由な選択）」をテーマに開催します。
とき　３月８日㈰　午前 10 時～午後５時
ところ　市民交流プラザ
問 Pray for the EARTH実行委員会・矢澤　
　☎ 080-5425-2060

災災災災追追追追

昨年行われた「じゅんちゃん一
座」による寸劇の様子
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　 　  えんげき体験教室
　　  想像力とあそぼォ！
　演じる楽しさを感じながら、想像
力と遊んでみませんか？変われる自
分を見つけ出せるかも。団員も募集
しています。保護者同伴でお越しく
ださい。
とき　３月 15 日㈰　午後１時～受け
　　　 付け　１時 30 分～開催
ところ　市民文化センター
対象　小学２～６年生
申し込み方法　当日までに電話か直
　接会場へ
※動きやすい服装でご参加ください。
　問十和田市こども劇団・大久保
　☎ 080-1834-5134

き体き体き体

2015「３・８国際女性デー」を
　　　　  祝うつどい
　「さるかに合戦」に例えた朗読劇で
男女共同参画を広めている須藤さん
を講師にお迎えして開催します。
とき　３月７日㈯
　　　午後２時～４時
ところ　市民文化センター
講師　平内町虹の会会長
　　　須藤　千和子さん　　
問Ｉ

あい

女性会議十和田支部長・高森
　☎㉒ 1519

国国国際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際

　  フラダンス無料体験教室
              参加者募集
　どなたでも参加できます。この機
会に体験してみませんか？
とき　３月 24 日㈫　
　　　午前９時～ 10 時 30 分
ところ　市民文化センター
申し込み方法　直接会場へお越しく
　ださい。
問フイ・オ・カマレイ　オハイアリイ・
　フラ・スタジオ　帷

かたびら

子☎㉓ 3895

ス無無

　　 切り絵体験教室募集 　 
　小さなカッター１本で切り絵の「は
がき」や「しおり」を作って、脳を
活性化しませんか。
とき　４月１日㈬、８日㈬
　　　午前 10 時～正午
ところ　市民交流プラザ
定員　10 人　　
※道具はこちらで準備します。
申込期限　３月 28 日㈯
　問十和田切り絵愛好会・中村
　☎㉓ 8516

験験教教

 市民交流プラザみんな集まれ！
　  春休み　第 1回春をどり
　本格的な日本舞踊の舞から歌謡曲
に合わせて踊る創作舞踊まで、日本
舞踊の魅力が盛りだくさん。親子ふ
れあい文化教室の成果発表を兼ね、
呈茶・花展も併催します。女子力アッ
プ３つの秘訣の披露もあります。
とき　３月 28 日㈯　午後３時～５時
ところ　市民交流プラザ
内容　野崎小唄、長唄藤娘、浦島、　
　      祝酒、峠越え、愛燦々などの      
　　　日本舞踊
問花柳流美好会・花柳
　☎ 090-8783-0588

ザみザみ

　　総合型スポーツクラブ
　　　　RED HORSE　
　  定期教室開催　会員募集　
❶ラグビー教室　
対象　３歳以上
　　　（小学生未満は保護者同伴）
とき　４月 12 日より毎週日曜日
　　　午前９時～正午
ところ　三本木農業高等学校芝ラグビー場
費用　成人 5,000 円、小・中学生 8,000
　　　円、小学生未満7,000円（年会費・
　　　保険代含む）
❷陸上競技夏期教室
対象　小学生以上
とき　４月５日から 10 月までの月２
　　　回日曜日　午前９時～ 12 時
ところ　六戸総合運動公園陸上競技場ほか
費用　2,000 円（夏期会費・保険代含む）
❸ヨガ教室
対象　小学生以上
　　　（小学生は保護者同伴）
とき　４月 11 日より毎月２回土曜日
　　　午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分
ところ　市総合体育センター
定員　25 人（先着順・年会員優先）
費用　7,000 円（年会費・24 回・保険
　　　代含む）
❹ルーシーダットン教室
　仙人体操～自分で体を整える、自己
整体を目的としたストレッチ運動です
対象　小学生以上
　　　（小学生は保護者同伴）
とき　４月 15 日より毎月２回水曜日
　　　午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分
ところ　市志道館
定員　20 人（先着順・年会員優先）
費用　7,000 円（年会費・24 回・保険
　　　代含む）
■申し込み方法
　❶～❹いずれも事前に担当までお申
　し込みください。
問総合型スポーツクラブRED HORSE
　❶❷担当・成田☎ 090-6853-3370 
  ❸❹担当・小川☎ 090-8929-1577

ポポポ　   日本文化凝縮セミナー
　　  　　会員募集
　毎回「お花・お茶・踊り」の講習
を行います。
とき　３月 14 日、28 日、４月４日、
　　　18 日（いずれも土曜日）
　　　午前９時～正午
ところ　市民交流プラザ
対象　幼児から大人まで
費用　１回につき 500 円（お茶菓子・
　　　花代）
　問日本文化凝縮セミナー事務局・
　米田☎ 080-2822-0267

凝縮凝縮凝縮縮



　

＜＞…開始時間

１㈰

▶十和田切り絵愛好会～市民文化センター
　（問中村☎㉓8516）（～31日）
▶第53回素人防犯演芸大会<９：30>
　～市民文化センター（前売り1,000円、当日1,100円）
　（問市防犯協会☎516783）

５㈭ ▶おしゃべりサロン「クローバー」<①10：00・②13：30>
　～保健センター（問木津☎㉒5745・黒子☎090-2796-0999)

13㈮

▶３・13重税反対全国統一行動十和田集会<12：30>
　～市民文化センター（問上十三民主商工会☎㉔2456）
▶第22回十和田チャーチル会・絵画こう会合同美術展
　～市民文化センター
　（問十和田チャーチル会・石田☎㉒1971）（～15日）

14㈯
▶語りの会・こま草「おはなしのゆうびんやさん」<10：30・
　13：30>～市民図書館（問市民図書館☎㉓7808) (28日も開催）
▶話しのサロン・こころの広場ルピナス<10：00>
　～勤労青少年ホーム（問健康増進課☎516791）（28日も開催）

15㈰ ▶神ピアノ教室　ピアノおさらい会<14：00>
　～市民文化センター（問神☎090-1498-0951）

21㈯ ▶スプリングコンサート2015<13：00>
　～市民文化センター（問三本木高等学校☎㉓4181）

22㈰
▶第12回 早乙女清次郎杯チャリティショー　股旅・マドロス　
　舞踊全国大会　十和田場所<９：45>～市民文化センター
　（指定席2,500円、自由席2,000円、当日500円増）
　（問早乙女清友会・佐々木☎㉓4917）

28㈯

▶BEaTユーフォニアム・テューバ・アンサンブルコンサート
　<18：00>～市民文化センター
　（問BEaT（ビート）山下☎090-7329-4964）
▶杏花書道会作品展～市民文化センター<28日13：00/29日
　10：00>（問杏花書道会☎090-2792-1327）（～29日）

29㈰
▶みゆきピアノ教室　ピアノ発表会<13：00>
　～市民文化センター（問笹森☎090-4556-6602）
▶映画上映「祭の馬」<①10：00・②13：30・③15：30>
　～市民文化センター（問NPO驥北会☎㉖2945）

問健康増進課
　☎51 6790
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人口と世帯 平成27年１月末現在　※（ 　）内は前月比

■人口/64,002人（－39人）男/30,628人（－9人）女/33,374人（－30人）
■世帯数/27,190世帯（＋16世帯）

〜今⽇も無事でいてほしい〜
みんなでつくろう 安全・安⼼なまち

セーフコミュニティ⼗和⽥

自死遺族のつどい
　大切な人を自死で亡くされた同じ思いを抱え
ているかたが集まり、自分の体験や思いを心おき
なく話せる安心な場です。
とき　３月７日㈯　午後１時 30 分～３時 30 分
ところ　八戸駅ユートリー
問青森県立精神保健福祉センター☎017‒787‒3957

内　容 日　時

◆市税夜間納付・相談窓口
２日㈪～６日㈮
23 日㈪～ 27 日㈮
30日㈪～４月２日㈭

とき　午後５時 30 分～８時　ところ　収納課
問収納課☎51 6761

３⽉の市⺠無料相談
内　容 日　時

◆行政相談
行政機関などの業務に対する苦
情、意見、要望などの相談

２日㈪・16 日㈪
９日㈪は十和田湖支所
午後１時～３時

◆人権相談
いじめや差別、家庭内や隣近所と
のもめごとなどの相談

13 日㈮・27 日㈮
午後１時～３時

◆法律相談（定員７人）
相続、離婚、借金などの相談

25 日㈬　午後１時～４時
※ 18 日㈬午前８時 30 分から予約開始

◆司法書士相談（定員４人）
登記、相続、借金などの相談

19 日㈭　午後１時～３時
※ 12 日㈭午前８時 30 分から予約開始

◆不動産相談　
不動産の売買、不動産の賃貸借な
どの相談

12 日㈭　
午後１時～３時

◆くらしとお金の相談
多重債務・生活資金などの相談

11日㈬　午前10時～午後４時
※要予約

◆法テラス青森（法律相談）
借金・離婚・労働問題などの相談
※資力基準に該当するかた

10 日㈫・24 日㈫　
午後１時～４時
※予約先☎ 050 -3383-5552

◆消費生活相談
悪質商法、架空請求、製品事故な
どの消費生活の相談

毎週月～金曜日
午前９時30分～午後３時30分
※要予約

◆交通事故相談　
交通事故による損害賠償、示談など
の相談

17 日㈫　
※予約先県庁☎ 017 -734-9235

ところ　まちづくり支援課市民相談室
まちづくり支援課☎51 6777

１日㈰ 泉山内科☎㉕1881

８日㈰ 十和田第一病院☎㉒5511

15日㈰ えとクリニック☎㉕2525

21日㈯ 十和田泌尿器科☎㉒7340

22日㈰ 藤原内科☎㉔0770

29日㈰ 十和田外科内科☎㉒5151

十和田市現代美術館企画展

春を待ちながら～やがて色づく風景をもとめて

　世界が色づく「春」と「変わること」を重ね合わせ、
ささやかな繰り返しの行為が、見たこともない風景を生
み出すことをテーマにした３組の作家による展覧会です。

観覧料　
　企画展+常設展セット券1,000円、
　企画展のみは 600 円、　
　高校生以下無料

§ 阿部幸
さ ち こ

子によるパフォーマンス
　　会期中毎日行われます。雪景色を
　連想させる空間にハサミで紙を切り
　続ける音が響きます。

§ 野村和弘の作品「笑う祭壇」
　　ボタンを投げて的に乗せるゲームのような作品。不要
　なボタンをお持ちになって作品を楽しみませんか。

§ 双子の姉妹、高田安規子・政子の彫刻作品
　　軽石を削りローマの円形闘技場に見立てた作品など超
　絶した技巧による作品

問現代美術館☎⑳ 1127
免許証や保険証など住所が確認
できるものをお持ちください。

３月 10日㈫は常設展示
　　　市民無料デー
　　　　問現代美術館☎⑳ 1127

Look！
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